
 
 
 

健康栄養学科 
 

山本 仁    遠藤 道代    加賀山 あかり  
石出 信正    神田 あづさ    左右田 晴美  
岩淵 せつ子   佐々木 裕子    目黒 美紀  
小嶋 文博    佐々木 ルリ子   矢島 由佳  
小村 毅    宮崎 正美    世永 明美  
佐藤 幸夫    宮下 ひろみ      
菱沼 宏哉    高澤 まき子           

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ヤマ モト    ヒトシ 

氏   名   山 本  仁 
職   名  教授 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位  博士(医学)   

（大学名）      東北大学              （取得年月） 1970 年 2 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

   

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1.食品製造。流通データ集 

 

［論文］ 

1.Cyclic Outbreaks of Japanese Encephalitis Among 

Pigs and Humans 

 

2.日本脳炎の疫学ー近年減少の理由に関する考察

― 

 

3.鶏肉によるカンピロバクター食中毒の集団発生事

例― 

 

4.Human parvovirus(HPV/B19)infection with 

purpura 

 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

1998.7.1 

 

 

1966.2 

 

 

1976.5 

 

 

1986.2 

 

 

1989.4 

 

 

 

 

 

産業調査会 

事典出版センター 

 

Am.J.of Epidem.Vol.84.No.2 

 

 

日本細菌学誌 31 巻 3 号 

 

 

医学のあゆみ 136 巻 7 号 

 

 

Micro.Immuno.Vol.33.No.4 

 

 

 

 

 

多数 

 

 

J.Konno, 

N.Ishida 

 

石田名香雄 

今野二郎他 

 

斉藤紀行 

白取剛彦 

 

Hiroyuki 

Shiraishi.et.al 

 

 

 

 

 

 

414-418 頁 

 

 

292 頁 

 

 

375 頁 

 

 

525 頁 

 

 

369 頁 

 

 

 

 



 

5.宮城県におけるワイル病 過去 30 年の疫学につ

いて 

 

共著 1993.11 公衆衛生情報 みやぎ 203 号 秋山和夫 5 頁 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

   

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本ｳｲﾙｽ学会 

日本ｴｲｽﾞ学会 

日本細菌学会東北支部会 

宮城県公衆衛生学会 

日本寄生虫学会北日本支部会 

日本菌学会東北支部会 

 

 

地方委員 

総務幹事 

 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    イシ デ  ノブ マサ 

氏   名   石 出 信 正 
職   名  教授 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位   医学博士    

(大学名）      東北大学            （取得年月）1979 年 2 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.小規模校における授業評価法の開発 

 

 

２. リーリングス介護福祉学１２「医学一般」の編集・出版 

 

 

３ FD のための教員研修会講師 

 

４．「死生学」講義内容のフルテキストの公開 

 

５．「生活機能から見た老年看護過程」 医学書院 

 

６．社会福祉士シリーズ１７「保健医療サービス」 弘文堂 

2004.4 

 

 

2004.6 

 

 

2004.9 

 

2006.12 

 

200８.9 

 

2009.4 

データベースソフトを用いた小規模大学における低コストな授業評価法の

開発,実施、解析 

 

4 年生大学における介護福祉士養成課程に適した「医学一般」の教科書

の企画編集 

 

授業評価を FD に役立てる方策について 

 

「死生学」講義のフルテキストを学内 LAN に公開 

 

高齢者に対する医療、福祉、介護、生活援助について具体的に記述した

教科書 

社会福祉士の新教育カリキュラムにもとずき現代の保健医療サービスに

ついて記述した教科書 

 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1.コ･メディカルのための臨床医学 

 

 

 

共著 

 

 

 

2003.6 

 

 

 

医薬ジャーナル社 

 

 

 

丸山幸夫 

 

 

 

後藤由夫編 

 

 

 

157- 167,  
164-167 頁 

 



 

2.リーディングス介護福祉士学 12 医学一般 

 

 

 

 

 

 

 

３．生活機能から見た老年看護過程 

 

 

 

 

 

 

４．社会福祉シリーズ １７「保健医療サービス」 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

単著 

 

共著 

 

 

単著 

2004.5 

         

 

 

 

 

 

 

2008.9 

 

 

 

 

 

 

2009.4 

 

 

  

建帛社 

 

 

 

 

 

 

 

医学書院 

 

 

 

 

 

 

弘文堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石出信正、荻

野悦子 

  

石出信正、荻

野悦子 

石出信正 

 

石出信正 

 

 

石出信正 

一 番 ヶ 瀬 康 子 監 修

加藤邦夫、石出信正

編著 

 

 

 

 

 

山田 律子、井出 訓

編 

 

 

 

 

 

佐久間淳、幡山久美

子編 

80-85,150- 
168,231-238

頁 

 

411-412 頁 

 

54-55 頁 

 

95-108 頁 

 

 

109-121 頁 

 

177-189 頁 

 

70-78 頁 

 

 

191-202 頁 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 



 

日本循環器学会 

日本内科学会 

日本 ME 学会（日本生体医工学会） 

日本介護福祉学会 

日本生活支援工学会 

介護福祉教育学会 

地方評議委員 

地方評議員 

全国評議員 

1980.1 

1980.1 

1980.1 

2002 

2002 

2002 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

２００２．４～２００７．３ 総合福祉学科生活福祉専攻主任 

２００３．４～２００７．３ 総合福祉学科学科長 

２００６．４～       校医 

２００７．４～       学生相談室長 

２００３．４～２００９．５社会福祉法人・仙台白百合会 評議員・理事 

２００４．４～       医療法人・仙台スペルマン病院理事 

２００９．６～       社会福祉法人・仙台白百合会理事長 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    イワ ブチセ   ツ   コ 

氏   名   岩 淵 せ つ 子 
職   名  教授 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位  農学博士  

(大学名）     東北大学            （取得年月） 1987年3月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1. 教育内容・方法の工夫 

授業内容の Web 上での公開の試み 

 

 

 

 

 

 

食品加工学実習の授業方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品機能論の授業方法 

 

 

 

 

 

2006.11 

 

 

 

 

 

 

2007．4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2003 年 4 月～

現在 

 

 

 

 

校外実習のため欠席せざるを得ない学生へ補講などの対応策として、学

内での整備が進行している情報機器を使用した e-learning を導入した。黒

板を使用した板書形式の従来型授業をビデオカメラで撮影してメディア教

材とし本学ホームページ上に公開した。学生は Web 上で音声とモニター画

面の板書を繰り返し見ることができるため、授業内容の理解度が深まると

の感想が寄せられた。 

 

食品加工学講義で学んだ内容を実習を通して学生一人一人に製品作りを

経験させることで加工の原理や理論の理解を深めることを目的としてい

る。加工実習を通して、座学の科目にはない物作りの楽しさ・喜びや製品

完成時の達成感を味わえることから学生に自信と意欲を湧きださせる効

果も狙える。豆乳濃度と豆腐の固さの関係は実習により講義内容がクリア

に理解が進むことを示す好例である。テキスト作成にあたり、加工工程を

フローチャート式にまとめ、実習がスムーズに進むよう分かりやすい教材

作りをしている。2007 年 4 月から、新築された 1 号館食品加工実習室を使

用しているが新たに設置した機器備品類を使った実習項目を追加するな

ど工夫をこらし、教育効果を上げている。 

 

食品に含まれる成分がヒトの生理機能に影響を及ぼすことが明らかにさ

れ食品機能論が授業科目に加わった。学生の理解を深めるために、保健

機能食品制度の解説、活性酸素について、抗酸化物質、免疫と食物アレ

ルギーについて、教科書ばかりでなく新たに資料を作成し、講義を展開し

ている。食品機能の概要を解説後、教科書に従い個々の食品に含まれる



 

 

 

 

 

食品材料学の授業方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フードビジネス演習の授業方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒論・ゼミについて 

 

 

 

 

 

 

 

２ 作成した教科書・教材 

「応用食品学」アイ・ケイ・コーポレーション、薄木理一郎他 

 

 

 

 

 

2007 年 4 月～

現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007 年 4 月～

 

 

 

 

 

 

 

 

200４年 4 月～

現在 

 

 

 

 

 

 

2004 年 4 月 

 

 

成分と機能性について学習する。その結果、これまでにない食材を機能

性の視点から選択できる知識を備えた栄養士を社会に送り出すことを念

頭に授業に取り組んでいる。 

 

食物学専攻の配当科目、食品材料学では、学生は既に食品学各論を履

修済みであることから、更なる食材の知識を深く学ばせるために、１５回の

うち３回を学外からの招へい講師による授業を導入し特徴づけることを行

っている。畜産分野と水産分野の専門家による授業は好評で、学生の反

響は高く、専門に研究している教授の話は準備した資料が豊富で難しい

内容にも関わらず理解しやすく、もっと知りたい意欲が湧いた、食の専門

家になるにはさらに専門知識を深く知ることが大切であることを理解したと

の意見が聞かれ、学生の学習意欲を引き出す当初の目的が果たされて

いることが分かった。 

 

食物学専攻の配当科目。食の生産・製造・流通・消費に関連して関心のあ

るテーマを学生に調べさせ、グループごとのディスカッション、まとめと報

告、情報機器を使用して発表させるなどの学生参加型の授業形態をとっ

ている。回を重ねるごとに発表にも馴れ、パワーポイントによる発表も個性

豊かな出来具合になっている。多くの学生にとり双方向性の授業は初め

てのことであり、友人の考えを知ること、自分の意見を主張することなどを

経験させることができ、結果として学生の課題追求の意欲を引き出せたも

のと考えている。 

 

筆者の研究テーマである大豆に興味を持つ学生希望者を対象に、大豆の

生理機能についてゼミ・卒論研究で指導を行っている。大豆の摂食による 

生理機能への効果について、実際におからペーストや大豆ペーストを添

加した試験食を作り、一定期間摂食するヒト試験を計画・実行、生理機能

の測定まで一貫してやり遂げ、成果を得ている。これらの指導を通して、

学生に計画性、遂行力、まとめを総合的に体験させることができたと考え

ている。 

 

薄木理一郎他 13 名により執筆した教科書「応用食品学」の中、筆者が執

筆した食品流通・保存と栄養の章を食品加工学の講義資料として利用し

ている。 



 

 

３ 教育方法・教育実践に関する学内の講演 

ＦＤのための教員研修会におけるコメンテーター 

 

４ その他特記事項 

学生の授業評価アンケートによる評価結果 

 

2007 年 9 月 

 

 

 

2004 年～現在

 

研修会テーマ「学生の導入教育の各学科の現状について」のコメンテータ

ーとして健康栄養学科の現状を報告した。 

 

 

学生の評価結果は、実験・実習・演習科目の評価が 5 段階中、4.2～4.4 の

高い評価を得ているが、講義科目の食品機能論の評価は 3.9 と 4 に達し

ない。その理由として、食品機能論の内容が、科目の性格上から専門的

にならざるをえない部分があり、そのため、講義を理解できる層と理解で

きない層に２極化していると考えられた。理解不十分な層の学習効果を上

げるためには、取り上げる項目を整理して内容を少なくし、その分をパワ

ーポイントによるまとめを加えるなどして、授業改善を図っていきたい。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1. 「応用食品学」 

 

 

 

 

［論文］ 

 

1.Binding of fatty acid anions to β-conglycinin; 

physical and chemical modification studies on role 

of positively charged groups as binding sites. 

 

2.  Molecular understanding of heat-induced 

phenomena of soybean protein. 

 

 

３ 「現在市販されている食用油脂と油菓子・フライ

 

共著 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

単著 

 

2004.4 

 

 

 

 

 

 

   1996．1 

 

 

 

 1991 

 

 

 

2002.1 

 

㈱アイ・ケイコーポレーション 

 

 

 

 

 

 

J. Jpn. Soc. Food Sci. 
Technol., 43（１） 

 

 

Food Reviews International 7 

(3) 

 

 

仙台白百合女子大学紀要第６

 

 薄木理一郎

（代表者） 

他 14 名 

 

 

 

 

伊勢崎哲生、

岩淵せつ子、

山内文男 

 

山内文男、山

岸辰則、岩淵

せつ子 

 

 

 

 

 

1－8 頁 

143－156 頁 

 

 

 

 

 

７５－８４頁 

 

 

 

283－322 頁 

 

 

 

69－78 頁 



 

食品の脂肪酸組成の特色」 

 

４ 「オカラペーストの製造方法と血糖値上昇抑制

作用」 

 

 

 

[その他] 

 

1.インタビュー記事 「大豆はお豆の大様だ！」 

 

 

2.「低い食料自給率と米の消費減を学生とともに考

える」 

 

３インタビュー記事「抗加齢パワーも注目 やっぱり

大豆が大切です」 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

2006 

 

 

 

 

 

 

2006.11 

 

 

2007.7 

 

 

2009．1 

号（2001） 

 

Pharm. Tech. Japan 22（13）

 

 

 

 

 

 

日経ヘルスプルミエ 2006（11）

 

 

日本フードスペシャリスト協会

会報 No.24（2007） 

 

日経ヘルスプルミエ 2009（１） 

 

 

松本仁 

礒部明彦 

岩淵せつ子 

駒井三千夫 

 

 

 

 

153－157 頁 

 

 

 

 

 

 

79－83 頁 

 

 

11－13 頁 

 

 

68-72 頁 

 

 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1. 大豆オカラペースト添加食パンのヒトによる血糖値上昇抑制効果 

 

2. 大豆オカラペーストのヒトによる食後血糖上昇抑制作用 

 

2004.5 

 

2004.12 

 

日本栄養・食糧学会大会（第 58 回） 仙台 

 

種子生理生化学研究会（第 25 回） 京都 



 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本農芸化学会 

日本食品科学工学会 

種子生理生化学研究会 

米国化学会発行学術雑誌 J.Agirc.Food Chem.  

日本栄養・食糧学会 

 

東北支部評議員（2007.4～現在） 

 

校閲者（1996．4～2003 まで） 

1968.4 

1969.1 

1982.4 

 

1998.1 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

仙台地方酒類審議会委員                  1998. 9～2004 

 

仙台白百合女子大学人間学部 入試広報部長     2000. ４～2003.3 

 

宮城県主要農作物品種審査会委員            2000.10～現在 

 

東北高校保護者会総会 招待講演 「食事と健康」   2002．6 

 

石巻産業振興事務所主催研修会講師           2002．11 

（対象者 石巻地区食生活指針普及ボランティア・食生活改善推進員） 「健康づくりに果たす食の役割」  

 

「栄養教諭」教職課程設置申請担当            2004．７～2005．３ 

 

仙台市中山中学校総合学習「環境系列」講師      2004．8 

  実験を交えた授業「食品添加物と日本の食について」 

 



 

ＮＰＯせんだい食農交流ネット会員             2004．4～現在 

 

健康栄養学科食物学専攻新カリキュラム検討委員   2005．4～2006．3 

 

宮城県調理師試験委員                    2006. 4～現在 

 

2007 年度夏季教員研修会コメンテーター         2007．9 

  「健康栄養学科における導入教育について」 

 

食品学分野教員任用人事選考委員長           2007．10～2008．3 

 

健康栄養学科管理栄養専攻主任              2008．4～現在 

 

管理栄養士国試対策検討ＷＧ                2008．4～現在 

 

健康栄養学科カリキュラム検討ＷＧ             2008．4～現在 

 

仙台白百合学園高等学校土曜講座講師          2008．11 

  「日本の主食お米が果たす役割について」 

 

仙台市学校給食運営審議会委員              2008．11～現在 

 

管理栄養士学生定員増申請担当              2009．1～現在 

 



                                            自 己 点 検 表 

 

１．教員個別表 
フ リ ガ ナ    オジマ フミヒロ 

氏 名    小嶋 文博 
職   名   教授 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位  薬学博士    

(大学名）     東北大学            （取得年月） 1990年3月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

食品科学における教育実践 

 

 

2004 

 

 

食品学総論と食品学各論の内容を食品科学という一つの科目で行うため

に、パワーポイントで 15 回分の講義内容をまとめて、講義資料を配布し、

教科書と資料の両方で説明を行った。毎回 10 問の小テストを行い、ポイン

トを分りやすくした。 

食品科学実験における教育実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

2004 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品学総論実験と食品学各論実験を食品科学実験という一つの科目で

行うために、定性試験、滴定実験、官能評価実験など、行う実験を厳選

し、受講生の理解度と興味を上げるように努めた。毎回のレポートでは、

実験結果に対する考察を重視し、実験で観察されたことの一つ一つがな

ぜなのかを考える、あるいは調べるように指導した。その考察の模範的な

内容については次回の実験でレポート返却の際に必ず説明を行った。レ

ポートの評価は 10 段階で行い、コメントを記して毎回返却したので、徐々

にレポートの内容もよくなっていった。定期試験（筆記試験）も行い、出席

率、レポート評価、筆記試験の総合評価で受講生の評価を行った。 

薬と食事における教育実践 

 

2004 

 

講義内容をパワーポイントにまとめて作成し、そのスライドを講義資料とし

て配布し利用した（A4 で 15 枚程度）。 

栄養教育情報処理演習における教育実践 

 

2004 

 

１週間の各自の摂取食事の栄養評価を行わせ、パワーポイントを使って１

人ずつプレゼンテーションを行わせることで、実践的な力を身につけさせ

た。 

カゴメ㈱総合研究所･那須工場見学 

 

2004.10 

 

専門基礎演習履修学生の希望者 5 名を引率して、カゴメ㈱の総合研究所

と那須工場の見学を行った。 

専門基礎演習における教育実践 

 

2004 

 

テーマを「商品学（食品開発論）演習」とし、学生に栽培･流通･販売の戦略

モデルを(企画書)を作成させ、学生に企画力とプレゼンテーション能力を

身につけさせた。 

専門基礎演習における教育実践 

 

2005 

 

テーマを「食品・医薬品化学演習」とし、食品成分や医薬品成分の化学構

造を理解するために必要な有機化学を中心に演習を行った。 



   

食品科学における教育実践 

 

 

2007 

 

 

食品学総論･各論、食品加工学の分野を 15 回の講義で行うために、パワ

ーポイントファイルを新たに作成してまとめた。毎回約 70 問の小テストを

行い、採点して返却することで、ポイントの理解を深めさせた。 

専門基礎演習における教育実践 

 

 

2007 

 

 

テーマを「食品・医薬品総合科学演習」とし、受講生の希望である基礎科

学～有機化学の復習を演習形式で行ってから、薬の構造と作用メカニズ

ムなどについての演習を行った。 

専門基礎演習における教育実践 

 

 

2008 

 

 

 

テーマを「食品機能学・神経薬理学演習」とし、魚肉タンパク質由来ペプチ

ドの脳機能の改善、脳保護作用について講義・演習を行った。生命科学

（東京大学生命科学教科書編集委員会編）の教科書を用い、実際に神経

細胞の培養や RNA の抽出などの実験を見学体験させた。 

食品学の教科書執筆「改定食品学Ⅱ」（建帛社） 2008.9 第３章（動物性食品）の１（食肉類、105～124 頁）を分担執筆した。 

食品学各論における教育実践 

 

2008 

 

 

 

 

食品学各論の内容を新たにパワーポイントにまとめ直し、授業ごとにパワ

ーポイント資料を印刷して学生に渡した。授業の初めに毎回シラバスを示

し、授業全体の進度を確認しながら講義を進めた。食品学各論まとめの

問題（自作問題 330 問）を学生に渡し、それを各自で読み書きして覚えて

もらうことで、授業内容の理解を深めさせた。 

食品学実験Ⅰ･Ⅱにおける教育実践 

 

2008 

 

 

 

 

 

シラバスを提示し、実験講義の全体の流れを学生に理解してもらった後、

各実験の際には実験目的を板書して、何のために実験を行うのかを話し

た上で実験を行った。レポートは毎回提出してもらい、A～E の細かい評価

を行って返却したので、レポート評価が学生の実験授業への取組みの励

みとなった。成績評価は出席率やレポート得点だけではなく、最後に筆記

試験も行うことで、実験内容の理解を深めさせた。 

食品学実験の教科書執筆「食品学実験」（建帛社） 2009.4 

 

第３章（食品の品質検査、88～93 頁）と第６章（食品の物性、136～139 頁）

を分担執筆した。 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

［論文］       

食品の酸化還元電位に関する研究 

 

 

共著 

 

 

2004 

 

盛岡大学短期大学部紀要 

第 14 巻 

刈谷円 

細川知子 

 

 

21～30 頁 

 

 

 



女子大生の血中カテコールアミン及びセロトニン濃

度と社会適応性との関連性 

共著 

 

2005 

 

盛岡大学短期大学部紀要 

第 15 巻 

小林千寿  1～10 頁 

栄養情報処理教育における教育効果向上のため

の手法の検討 

単著 2005 

 

盛岡大学短期大学部紀要 

第 15 巻 

  11～14 頁 

Application of a Powdered-Internal-Standard 

Method to Plant and Seaweed Samples 

共著 2005 International Journal of PIXE 

Vol.15 

J. Itoh 
S. Futatsugawa 

Y. Saitoh 

K. Sera 

 27～39 頁 

岩手県産畑わさびの栄養成分分析と機能性評価 

 

共著 

 

2006 盛岡大学短期大学部紀要 

第 16 巻 

小林千寿  35～44 頁 

改訂食品学Ⅱ「第３章 動物性食品 １．食肉類」

（再掲） 

単著 2008 建帛社 （青木隆子 

加藤隆夫 

佐々木弘子 

鈴木平光 

田所忠弘 

藤野博史） 

編者：菅原龍幸 105～124 頁 

食品学実験「第３章 食品の品質検査、第６章 食

品の物性」（再掲） 

単著 2009 建帛社 （海老塚広子

川端康之 

竹山恵美子 

中川禎人 

中河原俊治 

福島正子 

間瀬民生 

三宅義明 

茂木秀喜） 

編者：青柳康夫、有田

政信 

88～93 頁 

136～139 頁 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 



学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

女子大学生の血中カテコールアミン及びセロトニン濃度等と社会適応性との関

連性について 

三陸産ワカメとコンブの仮根に含まれる微量栄養素分析 

沢内村の畑わさびの葉茎部に含まれる微量栄養素分析 

Kinetic study on Binding of Fe(Ⅱ) to Transferrin and Formation of Fe(Ⅲ)- 

Transferrin Complex 

岩手県産の畑わさびとワカメ仮根の食素材化のための微量栄養素分析 

かまぼこ製品の認知症予防の効果 

かまぼこ魚肉蛋白質分解物の神経成長因子産生誘導作用 

畑わさび残渣（茎葉部）の高脂肪食負荷ラットの体脂肪への影響 

高脂肪食負荷ラットでのミネラル吸収と排泄 

The Improvement Effect of Cerebral Function by Taking Steamed Fish Paste 

Kamaboko-derived Peptides facilitate mRNA Expression of Neurotrophic Factors 

and Their Receptors of the Cultured Astrocytes from the Rat Cerebral Cortex 

2004 

 

2005 

2005 

2005 

 

2006 

2006 

2007 

2007 

2008 

2008 

2008 

第 38 回日本栄養・食糧学会東北支部学術講演会およびシンポジウ

ム 

第 12 回 NMCC 共同利用研究成果発表会 

第 12 回 NMCC 共同利用研究成果発表会 

Pacifichem 2005（2005 環太平洋国際化学会議）（Hawaii） 

 

第 13 回 NMCC 共同利用研究成果発表会 

第 3 回かまぼこの健康機能性の研究発表会 

第 61 回日本栄養･食糧学会大会 

第 41 回日本栄養･食糧学会東北支部大会およびシンポジウム 

第 14 回 NMCC 共同利用研究成果発表会 

15th International Congress of Dietics（ICD2008,Yokohama） 

5th World Fisheries Congress（WFC2008,Yokohama） 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本化学会 

日本栄養・食糧学会 

日本薬学会 

日本アイソトープ協会 

 1992 年 4 月 

1993 年 4 月 

1997 年 4 月 

2002 年 4 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

岩手県中小企業団体中央会 

 

 

 

岩手県（岩手県知事増田寛

也） 

 

 

全国蒲鉾水産加工業協同組

合連合会 

財団法人いわて産業振興セン

ター 

全国蒲鉾水産加工業協同組

合連合会 

全国蒲鉾水産加工業協同組

合連合会 

2004 

 

 

 

2005 

 

 

 

2005 

 

2006 

 

2007 

 

2008 

平成 16 年度戦

略 的 連 携 強 化

指 導 事 業 助 成

金 

平成 17 年度新

事 業 商 品 化 支

援 事 業 費 補 助

金 

平成 17 年度研

究助成 

岩 手 県 研 究 助

成 

平成 19 年度研

究助成 

平成 20 年度研

究助成 

有用植物（畑わさび）活用による地域振興事業化 

 

 

 

畑わさび残渣（葉茎部）とわかめ残渣（仮根）を利用したコレステロール低下作用機

能性食材（特定保健用食品）の商品化 

 

 

かまぼこ製品の神経成長因子(NGF)産生誘導作用による痴呆症予防の効果 

 

岩手県産サケ魚肉の神経栄養因子発現活性の評価 

 

かまぼこの脳機能改善効果に関する研究－神経栄養因子の遺伝子発現作用によ

る評価－ 

食餌性肥満モデル動物の内臓脂肪代謝に対するかまぼこの影響 

300,000 

 

 

 

2,250,000 

 

 

 

1,200,000 

 

300,000 

 

1,200,000 

 

1,200,000 

 

３．特記事項 

論文引用数（Citation Score）350 以上 

５きげん健康フェア講師（2004.2.21～22）、長寿と健康、老化予防の食生活について講演を行った（テレビ岩手主催）。 

平成 16 年度日本精神科病院協会学術研修会栄養士部門講師（2004.9.17）、ダイオキシン･PCB 問題とそれらに対する食生活での対応について講演を行った（社団法人日

本精神科病院協会主催）。 

平成 16 年度生涯学習研修会講師（2004.9.25）、食物成分と薬物の相互作用について講演を行った（社団法人岩手県栄養士会主催）。 

平泉町町民健康講座講師（2005.1.31）、食べ物と薬の相互作用について講演を行った（平泉町保健センター主催）。 

５きげん健康フェア講師（2005.3.19～20）、食べ物と薬の相互作用について講演を行った（テレビ岩手主催）。 

平成 17 年度岩手県幼稚園教育課程研究協議会講師（2005.8.10）、食環境と子どもとの関わりについて講演を行った（文部科学省、岩手県教育委員会主催）。 

盛岡大学短期大学部･陸前高田市公開講座講師（2005.9.17～20）、老化予防の食生活、ダイオキシン･PCB 問題とそれらに対する食生活での対応、食べ物と薬の相互作

用、食資源と食環境の４テーマについて講演を行った（盛岡大学短期大学部、陸前高田市教育委員会主催）。 

高校生と高校 PTA のための出張講座講師（2005.11.29）、科学的に見た食育の必要性について講演を行った（久慈地区高等学校 PTA 連絡協議会主催）。 

特許出願：畑わさび抽出物を有効成分とする体脂肪抑制剤（2006.3.13） 

特許出願：畑わさび抽出物を有効成分とする神経成長因子産生誘導剤（2006.3.13） 



西和賀町保育所職員研修会講師（2006.8.4）、実態調査に基づく食育実践（子育てと食の環境）について講演を行った（西和賀町主催）。 

第 59 回全国蒲鉾品評会長崎大会講師（2006.10.21）、かまぼこ製品の認知症予防の効果について講演を行った（全国蒲鉾水産加工業協同組合連合会、長崎蒲鉾水産加

工業協同組合主催）。 

高校生と高校 PTA のための出張講座講師（2007.7.30）、アルツハイマー型認知症、食品での予防について講演を行った（岩手県立大東高等学校主催）。 

盛岡大学短期大学部･陸前高田市公開講座講師（2007.9.2）、食品中のアレルゲンと食物アレルギーについて講演を行った（盛岡大学短期大学部、陸前高田市教育委員会

主催）。 

第 36 回日本精神科病院協会精神医学会学術教育研修会（栄養士部門）講師（2008.10.10）、遺伝子発現に及ぼす食品の影響について、食品による認知症の予防と治療

への可能性はどうかという観点で講演を行った（社団法人日本精神科病院協会主催）。 

滝沢村勤労青少年ホーム運営委員（2001.11～2005.3）  

西和賀有用植物研究会会員（2003.10～2008.8） 

滝沢村廃棄物減量等推進審議会委員（2005.11～2008.8） 

(社)岩手県私立幼稚園連合会 第 22 回岩手県私立幼稚園連合会教員研修大会 第 2 分科会助言者（2007.3.23、岩手県一関市） 

テレビ出演 56 回（2004.1～2009.5、テレビ岩手・５きげんテレビほか） 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    コ ムラ  タケシ 

氏   名   小 村  毅 
職   名  教授 

人間学部  健康栄養学科  

取 得 学 位   農学博士   

(大学名）      東北大学           （取得年月） 1986 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

（教科書） 

①『わかりやすい生化学（初版）』（共著）同文書院 

 

 

 

 

 

 

 

 

②（教材） 

「図解で栄養学総論Ⅰをサポート（改訂増補版）」（単著） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009.4 

 

担当部分は、「第１章細胞の構造と機能」の２．細胞膜の構造と機能

(p.10-15)、「第２章人体の構造と成分」の３．脂質(p.36-45)：１）脂質とは、

２）脂肪酸、３）単純脂質、４）複合脂質、５）誘導脂質、および「第５章栄養

素の代謝」の２．脂質の代謝(p.111-127)：１）脂質の消化と吸収、２）リポた

んぱく質の代謝、３）中性脂肪の脂肪細胞での合成と貯蔵、４）中性脂肪

の脂肪細胞での分解、５）脂肪酸の酸化（分解）、６）脂肪酸の生合成、７）

リン脂質の代謝とイコサノイドの生合成,８）コレステロールの代謝である。

これを本学の授業科目「生化学」のテキストとして使用し、教育効果を高め

るのが狙いである。 

 

これは、2002 年度に作成した教材（「図解で栄養学総論Ⅰをサポートす

る」）を、以下のように一部加筆、修正したもの（３２頁）である。 

１．人体成分の割合は、この他に食品成分の割合等（図・表）も加え比

較した（1.5 頁分）、７．「糖質代謝の概略（図）」、は、「栄養機能」も含め、

加筆修正した（2 頁分）。８．「脂質代謝の概略（図）」は、予備知識としての

「脂質の分類と構造的特徴〈概要〉」および「脂質代謝図の解説文」を新規

に加えると共に、「脂質の栄養機能」を一部補足した（4 頁分）。10．「タンパ

ク質代謝の概略（図）」は、新規に「たんぱく質の構成成分と構造的特徴」

を加え、「たんぱく質・アミノ酸の代謝とその栄養機能」に関する解説文も

一部加筆修正した（1.5 頁分）。このように、より充実させた内容にして、授

業科目「栄養学総論Ⅰ」の補助教材として学生全員に配付し、教育効果を

一層高めている。 

 



 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1. わかりやすい生化学 

 

 

 

［論文］ 

1.Efｆect of Unsaponifiable Lipid Components from 

the Red Alga Porphyra tenera on Pancreatic 

Carboxylesterase Activity In Vitro 

 

2.海藻中の膵エステラーゼ活性促進物質―フィトー

ルが activator の本体・新しいタイプの活性化機構

か 

3.食用油脂の消化に及ぼす価格の異なる各種市販

鶏卵卵黄の影響 

4.ヒジキ不ケン化物からカラムクロマトグラフィーに

より部分精製した２３グループ画分の膵エステラー

ゼ活性に対する促進効果 

 

5.女子学生の海藻摂取状況調査並びに海藻料理

中ヨウ素量の算出について 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

2007.5 

 

 

 

 

1983.3 

 

 

 

1987.1 

 

 

1990.1 

 

2003.1 

 

 

 

2004.1 

 

同文書院 

 

 

 

 

Agricultural and Bilogical Che-

mistry , Vol.47 (2) 

 

 

化学と生物 第 25 巻第 1 号 

 

 

仙台白百合短期大学 紀要

18 号 

仙台白百合女子大学紀要 

第 7 号 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 8 号 

 

村上誠・小村

毅他 

 

 

 

T. Komura & 

H. Nagayama 

 

 

小村 毅 

長山英男 

 

高橋（伸） 

黒澤・小村他

7 名 

 

 

 

 

阿佐美章治・佐藤七

枝・村上誠 編著 他

7 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 １ 章 ２ 節

(p.10-16), 

第 2 章３節

(p.36-45),第５

章２節(p.111- 

127) 

 

 

 

 

8-10 頁 

（ 「 今 日 の 話

題」欄） 

P.1-6 

 

P.99-105  

（研究ノート） 

 

 

P.115-126  

（研究ノート） 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 



 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1.Activation of Lipase by Unsaponifiable Matter from Marine Brown Alga Hizikia 

fusiformis（共） 

 

2.フィートル類似体の膵エステラーゼ活性に対する activator 作用（共） 

 

3. 膵エステラーゼ活性に対する紅藻ノリ不ケン化物画分の activator 作用（共） 

1973.7 

 

1975.10 

 

1980.4 

Ninth International Congress of Biochemistry (Stockholm) 

 

日本生化学会大会第 48 回大会 

 

日本農芸化学会 昭和 55 年度大会 

 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本農芸化学会 

日本家政学会 

日本生化学会 

日本栄養・食糧学会 

 1967.4 

1972.4 

1973.4 

1985.4 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間以前のもの） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

1. 文部省 

 

 

2.文部省 

 

 

3.文部省 

1975 

 

 

1976 

 

 

1980 

科学研究費 奨

励研究（A） 

 

科学研究費 

一般研究（D） 

 

科学研究費 一

般研究（B） 

新 activator フィトールの膵エステラーゼに対する活性化機構 

 

 

フィートル促進性膵エステラーゼ精製と活性化機構 

 

 

海藻脂質中の膵エステラーゼ activator の比較生化学的研究 

270,000 

 

 

300,000 

 

450,000 

 

 

 



 

３．特記事項 

［講演・シンポジウム・公開講座など］ 

「成人病ならないための食生活について」（1994.6） 第一工業（株）研修会（仙台）講演 

「ストレスに負けない健康づくり」（1999.11）宮城県勤労者健康増進フェア（古川市）シンポジウムパネリスト 

「今なぜ非栄養素かー賢い食生活のためにー」（2000.10）平成 12 年度高等教育ネットワーク仙台 仙台白百合女子大学・短期大学公開講座（仙台）講師 

「女性の糖質の摂り方－食後のデザートは太り難い？－」（2004.7.10）平成 16 年度仙台白百合女子大学オープンキャンパス「模擬授業」講師 

「栄養と健康の科学を求めて思う」（2005.2）日本フードスペシャリスト協会 No.17（「巻頭言」） 

「栄養素と非栄養素の健康機能」(2007.7)平成 19 年度大高連携「一総合大学」栄養学授業（利府高）講師 

「信じてみたいビタミン C の力」(2007.8)「河北アルファ」vol.151(P.1-3)河北新報社発行 8 月号   

「生物学的消化と腸内細菌」（2008.12）2009 年度仙台白百合学園講座（仙台紫山）講師 

 

 

 



                                            自 己 点 検 表 

 

１．教員個別表 
フ リ ガ ナ     サ  トウ ユキ オ 

氏   名   佐 藤 幸 夫 
職   名  教授 

人間学部  健康栄養学科 

取 得 学 位   理学博士    

(大学名)       東北大学            （取得年月） 1975 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1. 教育内容・方法の工夫 

 

 

 

 

  

2004 年度～

2008 年度 

 

全ての講義において毎回の授業内容を要約したプリント（ハンドアウト）

を作成して、それを学生に配付し授業を進めた。最も力を入れて行ったこ

とは食品衛生学実験（２年次学生対象）のレポートに関するものである。こ

れは前期７回行い、全てのレポートを添削することで採点を厳密にし、結

果として学生がレポート作成方法を身につけられるように努めた。 

 

 

（２）過去 5 年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

教科書： 「園芸学」 

第９章 「園芸作物に含まれる栄養成分と機能性

成分」における分担執筆 

 

 

［論文］ 

1. Mechanism of Free Radical-Induced Hemolysis of 

Human Erythrocytes:Hemolysis by Lipid-Soluble 

Radical Initiator 

2. Mechanism of Free Radical-Induced Hemolysis of 

Human Erythrocytes:Comparison of Calculated 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

共著 

 

共著 

 

 

 

2009.4. 

 

 

 

 

1998. 3. 

 

 

1999. 1. 

 

 

 

文永堂出版 

 

 

 

 

Biol. Pharm. Bull. 21(3) 

 

 

Arch Biochem.Biophys.366,(1)

 

 

 

高澤まきこ 

 

 

 

 

Y.Sato 他 3

名 

 

Y.Sato 他 2

名 

 

 

金浜耕基 編 

 

 

221-228 頁 

 

 

 

 

250-256 頁 

 

 

61-69 頁 

 



Rate Constants for the Hemolysis with 

Experimental Rate Conatants 

3. Isolation of Bovine Serum Albumin Fragment P-9 

and P-9Mediated Fusion of Small Unilamellar 

Vesicles 

 

［講演要旨集］ 

1. 蛍光法による抗酸化活性の評価について 

 

2. ハスの実粉末の抗酸化作用  

 

3. ハスの実粉末の抗酸化作用…地場産と市販品

との比較 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

 

共著 

 

共著 

 

 

 

1999. 12 

 

 

 

 

2003. 5 

 

2005. 5. 

 

2006. 5. 

 

 

Biol. Pharm. Bull. 22,(12) 

 

 

 

 

第57回日本栄養・食糧学会大

会 

第59回日本栄養・食糧学会大

会 

第60回日本栄養・食糧学会大

会 

 

 

 

Y.Sato 他 4

名 

 

 

 

Y. Sato 他 1

名 

Y. Sato 他 3

名 

Y. Sato 他 1

名 

 

 

1360-1365 頁 

 

 

 

 

175 頁 

 

199 頁 

 

193 頁 

 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1.ラジカル溶血の機構―バンド３の挙動 1997.9.1 日本薬学会、 “生体膜と薬物の相互作用シンポジウム” 

 



Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本栄養・食糧学会  

アメリカ化学会 

日本生物物理学会 

日本化学会 

日本薬学会 

 2002.4 

1975.10 

1972.4 

1970.4 

1968.4 

 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 

助成プログラ

ム 
研究テーマ 

助成金額 

（円） 

日本学術振興会 1995～1997 科 学 研 究 費 補

助金（基盤研究

（B）（１）班員） 

ESR の高度利用を目指した生体関係ラジカルの薬学的研究 5,000,000 

 

 

 

 

３．特記事項 

社会的活動として、「テクノ・フロンティア」の会員として大学と地元企業の技術交流および情報交換を行っている。 

また、「みやぎ産業振興機構」主催の研究発表会に参加し、テーマとしている「蓮の実を用いた機能性食品の開発・研究」を外部に発信すべく努めている。 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ヒシ  ヌマ    コウ   ヤ 

氏   名   菱  沼  宏  哉 
職   名  教授 

人間学部  健康栄養学科  

取 得 学 位  博士(農学)    

（大学名）      東北大学           （取得年月） 1986 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1. 授業科目： 詳細な講義資料の作成 

 

 

 

 

 

2. 実験科目： 本学独自の実験書の作成 

2007 

 

 

 

 

 

2007 

現在市販されている教科書は, 執筆者の専門分野の記述は詳しい一方

で, 専門ではない分野については記述が不十分である. そこで, 担当科

目である栄養学総論および生化学については, 開学時以来毎年, 市販の

教科書数冊を元に, 数十枚～百枚以上にわたる詳細な講義資料を作成し

て使用している。 

 

現在市販されている実験書の多くは本学の実験施設に合致しない. そこ

で, 担当科目である生化学実験, 栄養学実験および解剖生理学実験につ

いては, 開学時以来, 市販の実験書数冊および他大学の実験書を元に, 

本学独自の実験書を作成して使用している。 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1.やさしい食事学 栄養学の視点から 

 第 2 章 栄養素について 

 

 

 

 

［特許］ 

1.変異原活性の測定方法とその装置 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

2001.4 

 

 

 

 

 

 

2001.4 

 

建帛社 

 

 

 

 

 

 

特許第 3176605 号 

 

池本真二、稲

山貴代、岩岡

浩子、平野玲

子、村山伸子

 

 

 

木村修一、稲

場文男 

 

 

 

6-35 頁 



 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

1. 第 41 章  栄養素による免疫応答の調節 

 

 

 

 

 

単訳 2002.1 『最新栄養学 －専門領域の

最新情報－』, (第 8 版)  

健帛社 

 小原哲二郎, 木村修

一 監訳,  77 名 

461-474 頁 

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

   

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本栄養・食糧学会 

日本基礎老化学会 

日本農芸化学会 

日本生化学会 

日本家政学会 

正会員 

正会員 

正会員 

正会員 

正会員 

 

1981.4 

1984.4 

1984.4 

1989.4 

1993.4 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

 

 

 



 

３．特記事項 

宮城学院女子大学非常勤講師 (生化学実験Ⅰ) ････2002 年度以前～現在 

仙台白百合女子大学教務部長････2002 年度～2005 年度 

仙台白百合女子大学人間学部健康栄養学科管理栄養専攻主任････2006 年度～現在 

仙台白百合女子大学人事計画委員長････2006 年度～現在 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    エン ドウ  ミチ ヨ 

氏   名   遠 藤 道 代 
職   名  准教授 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位  博士(食品栄養科学)  

(大学名）      静岡県立大学       （取得年月） 2003 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

校外実習科目における習熟度確認の工夫 2005.4 栄養士養成過程における「校外実習ノート」を作成、配布し、学外での実

習の習熟度を確認するとともに、施設栄養士との連携により、実習終了後

に学内での実習にフィードバック出来る形の冊子とした。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

［論文］ 
Dominant effect of supplemented-sucrose on the 
low protein diet-induced increase in blood pressure 
of Sprague-Dawley rats. 
 
Factors involved in the development of 
hypertension induced by the low protein diet in rats 
with renal injury 
 

カツオ節製造工程で得られたヒスチジン高含有熱水

抽出物経口摂取による抗肥満作用 

 
血液透析患者の低アルブミン血症と血清脂肪酸組成 

との関連 

 

維持血液透析患者の透析間体重増加と栄養指標 

 

共著

 

 

共著

 

共著

 

単著

 

単著

 

2001 

 

 

2004 

 

2006 

 

2007 

 

2009 

 

Clin Exp Hypertens,23(7) 

 

 
Kidney Blood Press Res,27 

 

 

肥満研究,12(1) 

 

仙台白百合女子大学紀要(11 号)

仙台白百合女子大学紀要(13 号)

 

 

 

endoh 他 5 名 

 

 

 

endoh 他 3 名 

 

 

中島他 6 名 

 

 

 

 

569-578 頁 

 

 

 

1-9 頁 

 

 

65-67 頁 

 

1-4 頁 

 

 

1-4 頁 



 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

低たんぱく食による血圧上昇機序 シクロスポリン腎症ラットにおける検討 

 

ラット気管及び血管平滑筋のエンドセリン収縮における Rho/Rho-kinase pathway の

関与に関する研究 

 
Involvement of Rho-associated kinase in endothelin-induced contraction in rat 
aorta. 

2003 

 

2005 

 

2005 

第 6 回日本病態栄養学会年次学術集会 

 

第 78 回日本薬理学会年会 

 

Ninth International Conference on Endothelin(第 9 回国際エンドセリ

ン学会) 

 
Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本臨床栄養学会 

日本病態栄養学会 

日本栄養改善学会 

日本肥満学会 

 1999.7 

2000.1 

2004 

2006 

 
Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

 



 

３．特記事項 

文部科学省認定 家庭料理技能検定 3，4 級検定試験 検定員 (2004～2005) 

第 42 回技能五輪全国大会 日本料理職種 競技運営協力員 (2004) 

2005 年度 岩手県栄養士会主催 管理栄養士国家試験受験準備講座 講師 (2006) 

宮城学院女子大学学芸学部食品栄養学科 非常勤講師(2008～2009) 

2008 年度 宮城県高大連携事業 仙台白百合学園高等学校土曜講座 講師 

2008 年度 宮城県高大連携事業 宮城県立利府高等学校出張講義 講師 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    カンダ  アヅサ 

氏   名   神田 あづさ 
職   名  准教授 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位  教育学修士   

(大学名）     神戸大学              （取得年月） 1994 年 3 月  

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

管理栄養士養成課程における講義および実習課目の講義内容の改善と実

習内容の充実 

2006.4～ 

 

講義科目においては、レジュメ、ワークシートを配布し、授業時間中に

記入、定期的に提出を求めている。 

実習科目においては、授業の教材や内容そのものを工夫することに重

点を置き、「自ら体験し、考える」ことを重視している。そのためレジュメや

資料の配布は授業への主体的な参加意欲を誘発出来ないこともあると考

え、講義科目より配布回数を少なくし、テーマごとに小テストを行い、個人

の長短を細やかに確認するように努めている。また専門知識を暗記させ

るだけの一方的授業ではなく、発表の場を設け学生に調べることの重要

性や楽しさを知ってもらえるよう努力している。さらに学生の知識・技術が

向上するだけの実習ではなく、対象者を考慮した実習内容であるというこ

とや管理栄養士としての業務のあり方について力説している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

 

 

 

 

［論文］ 

①食教育における健康的消費行動形成とプリシー

ド・プロシードモデル３因子の影響 

 

②思春期におけるボディイメージの歪みと心身の健

康性との関連について 

 

③伝統料理としての正月料理に関する研究（第３

報）－幼児期の子供をもつ母親を対象として－ 

 

④ウズベキスタン共和国の首都「タシケント」におけ

る食糧事情について 

 

⑤在宅高齢者の食生活自立支援にかかる栄養教

育のニーズ 

 

 

 

⑥AD/HD 児の保護者（主に母親）が期待する支援

－医療・教育分野を対象にして－ 

 

 

⑦AD/HD 児の保護者が感じる心理的負担感につ

いて－AD/HDをもつ保護者への環境調査から－

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

2001.3 

 

 

2003.3 

 

 

2003.11 

 

 

2004.12 

 

 

2005.3 

 

 

 

2005.6 

 

 

 

 

2005.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸大学発達科学部研究紀

要 

 

福島学院短期大学紀要 

 

 

食生活研究 

 

 

福島学院大学研究紀要 

 

 

神戸大学発達科学部研究紀

要 

 

 

福島学院大学ﾒﾝﾀﾙｹｱﾚﾎﾟｰﾄ 

 

 

 

 

福島学院大学ﾒﾝﾀﾙｹｱﾚﾎﾟｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸谷宣子、大

内久子、池田

とく恵 

丸谷宣子 

 

 

 

 

 

 

 

並河信太郎,多門

隆子,丸谷宣子, 

中島友子,村井陽

子,宮原公子 

 

岡野淳子,桃井

真帆,大島典子,

佐藤佑貴,安田

道子、星野仁彦

 

佐藤佑貴,桃井

真帆,大島典子,

大澤麻子,岡野

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

165-174 頁 

 

 

51-55 頁 

 

 

22-29 頁 

 

 

115-119 頁 

 

 

29-38 頁 

 

 

 

8-12 頁 

 

 

 

 

13-17 頁 

 



 

 

 

⑧ウズベキスタン共和国の食文化について 

 

 

⑩L.Green の健康行動変容モデルを適用した系統

的給食教育プログラムの開発 

 

⑪栄養教育における若年成人女子の健全な購買

行動の育成－PRECEDE･PROCEED モデル 3 要

因からの影響― 

 

⑫栄養教諭・栄養士養成における情報機器の操作

カリキュラムの検討と実践 

 

⑬食育に基づいた総合的な学習の検討 

 

⑭栄養教育・指導技法の改善 

 

 

⑮栄養教育・指導技法の習得の改善 

 

 

単著 

 

 

 

共著 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

2005.12 

 

 

 

2007.3 

 

 

2007.5 

 

 

2008.2 

 

 

2008.2 

 

2008.8 

 

 

2009.2 

 

 

福島学院大学研究紀要 

 

 

平成 16～18 年度科学研究費

補助金 基盤研究(C)研究成

果報告書 

 

食生活研究 

 

 

鈴鹿短期大学紀要 第 28 巻 

 

 

鈴鹿短期大学紀要 第 28 巻 

 

情報処理学会情報教育シンポ

ジウム論文集 Vol.2008,No10

 

鈴鹿短期大学紀要 第 29 巻 

淳子,安田道子,

星野仁彦 

 

 

 

丸谷宣子,白

杉直子,向井

潤子 

 

 

 

 

田中 雅章 

 

 

田中 雅章 

 

 

田中 雅章 

 

田中 雅章 

 

 

159-163 頁 

 

 

1-120 頁 

 

 

 

42-55 頁 

 

 

61-67 頁 

 

 

69-75 頁 

 

147-154 頁 

 

 

75-82 頁 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

 

 

 

 

 



 

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

① AD/HD 児の保護者が感じる心理的負担感について 

―AD/HD 児をもつ保護者への環境調査から― 

 

② 給食時食教育にかかわる子供の学習態度への影響因子 

－学校栄養職員の自己意識と学校全体の教育環境－ 

 

③ 伝統料理としての正月料理に関する研究 

 

④ 法人内大学間ネットワークの活用－FYE における食育の事例－ 

 

⑥ 栄養情報処理カリキュラムの検討と実践 

 

⑦卒業研究発表会による研究会運営の実践 

 

⑧学校給食における栄養教育の現状と学校栄養職員の役割における日韓比較

 

⑨デジタルプレゼンを活用した栄養教育総合指導 

2004.6 

 

 

2004.11 

 

 

2005.9 

 

2007.8 

 

2007.11 

 

2008.8 

 

2008.9 

 

2009.12 

第 91 回小児精神学会(独立行政法人国立ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年総合

ｾﾝﾀｰ) 

 

第 26 回日本家政学会関西支部研究会（奈良女子大学） 

 

 

日本調理科学学会平成 17 年度大会（朱鷺ﾒｯｾ新潟ｺﾝﾍﾞﾝｼｮｳﾝｾﾝﾀ

ｰ） 

2007 PC conference（北海道大学） 

 

平成 19 年度情報教育研究集会（大阪大学） 

 

2008PC conference（慶應義塾大学 湘南藤沢ｷｬﾝﾊﾟｽ） 

 

栄養改善学会 第 55 回大会（鎌倉女子大学）Vol.66 No.5 

 

平成 20 年度 情報教育研究集会（九州工業大学） 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本栄養改善学会 

日本公衆衛生学会 

日本健康教育学会 

日本食生活学会 

日本食育学会 

 1995.4 

1997.4 

1999.4 

2003.4 

2006.12 

 

 

 

 

 



 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

科学研究費・文部科学省 2004 年～2006

年 

（基盤研究（C））

分担 

L.Green の健康行動変容モデルを適用した系統的給食教育プログラムの開発 3,500,000 

 

３．特記事項 

受賞 

①2002.7 研究奨励賞（福島学院短期大学）受賞 

②2004.4 学生授業評価優秀賞（福島学院大学）受賞 

講演 

① 市民講座「栄養補助食品の効用と利用の仕方について」（福島県伊達郡川俣町中央公民館白寿大学）：2004.6 

② 福島県福祉事業協会栄養士・調理師研修会「世界の料理紹介および調理実習」（福島県原町市）：2004.9 

③ 未就園児対象親子公開講座「子どもの食育について」（福島学院大学付属幼稚園）：2004.11 

④ 園児の保護者対象講演会「食育について」（福島県伊達郡川俣町立川俣幼稚園）：2005.9 

⑤ 未就園児対象親子公開講座「心に響くお弁当づくり」（福島学院大学付属幼稚園）：2005.10 

⑥ 烏骨鶏（卵および肉）の栄養に関する講演および料理指導と評価：2005.12 

⑦ アレンジメニューパーティ「家庭の幸福は口福から」（福島民報社福島フローズンフーズ協議会 主催）：2006.10 

⑧ 平成 19 年度最上保健所管内 栄養・食生活関連事業研修（最上保健所）2008.1.24 

⑨ 第４回最上地区学校栄養職員研修会「学校における食指道のあり方 －学童期の食教育法について－（山形県教育庁最上教育事務所）：2009.2.17 

原稿掲載 

①～⑫月刊誌 福島の進路「食べ物のちから」（財団法人 福島経済研究所）：2005.10～2006.9（１年間計 12 回連載） 

 



                                            自 己 点 検 表 

 

１．教員個別表 
フ リ ガ ナ   ササキ  ユウコ   

 氏 名   佐々木 裕子 
職   名  准教授 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位  障害科学博士   

(大学名）     東北大学              （取得年月）2005 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

宮城学院女子大学 

 

東北大学大学院 

 

東北生活文化大学 

 

2004 年 4 月 

 

2004 年 4 月 

 

2005 年 1 月 

 

 

ＩＴを活用した、食事調査実習の企画、実施、評価、分析を一連の流れを

取得する演習を企画実施 

外国人留学生のためにチューターを行い，教育研究プログラムを開発し，

カリキュラムの充実化を図った。 

学生の授業外における学習効果促進のために、課外授業を企画し、地域

の管理栄養士と、温泉、自家製野菜、ヨガ教室を併せ持った民宿合宿授

業の企画実施 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 

(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

［著書］ 

新編 内部障害のリハビリテーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

2009 年 4 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医歯薬出版株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

上月正博 

佐々木裕子,

金澤雅之,  

森信芳,  

長坂誠,  

伊藤修,  

南尚義,  

黒澤一， 

石田篤子,  

河村孝幸,  

室谷嘉一 

 

上月正博 

 

p283～285， 

ｐ294～297 



［論文］ 

1．Disability Prevention of Chronic Renal Failure 

(CRF): Effect of Combination Therapy with Low 

Protein Diet, Chronic Exercise and Angiotensin II 

Receptor Antagonist in Rats with CRF 

 

 

2 ． Disability prevention of chronic renal failure 

(CRF): enhanced effects of chronic exercise 

combined with angiotensin converting enzyme 

(ACE) inhibitor in rats with CRF 

 

3 ． Disability Prevention of Chronic Renal 

Failure(CRF): Effect of  Chronic Exercise on 

Cytochrome P-450 4A metabolism of Arachidonic 

Acid in Rats 

 

4 ． Disability prevention of chronic renal failure 

(CRF): Enhanced effects of chronic exercise 

combined with angiotensin II receptor antagonist in 

spontaneously type 2 diabetes mellitus rats with 

CRF.  

 

 

 

 

 

 

 

2005 年 4 月 

 

 

 

 

 

2005 年 4 月 

 

 

 

 

2005 年 4 月 

 

 

 

 

2005 年 4 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

International Society of 

Physical and Rehabilitation 

Medicine ｐ711－714 

 

 

 

International Society of 

Physical and Rehabilitation 

Medicine ｐ697－700 

 

 

International Society of 

Physical and Rehabilitation 

Medicine  

 

 

International Society of 

Physical and Rehabilitation 

Medicine ｐ693-696 

 

 

 

 

Y. Sasaki,  

M. Kanazawa, 

A.Tufescu,  

O. Ito,  

M. Kohzuki 

 

M. Kanazawa,

Y. Sasaki, 

O. Ito,  

M. Kohzuki 

 

O. Ito, 

Y. Sasaki,  

M. Kanazawa 

M. Kohzuki 

 

Tufescu A, 

Kohzuki M, 

Sasaki Y, 

Ishida A, Lu H,

Kawamura T, 

Yamakawa J, 

Niisato J,  

Mori N, 

Nagasaka M, 

Ogawa M, 

Harada T,  

Ito O,  

Kurosawa H, 

Minami N, 

Kanazawa M. 

 

佐々木裕子、

金澤雅之、 



 

 

 

 

 

 

 

5．食生活改善、栄養指導など他のアプローチの可

能性 

 

 

6．Combination of exercise and enalapril enhances 

renoprotective and peripheral effects in rats with 

renal ablation.  

 

 

 

 

 

 

 

７．5/６腎摘除慢性腎不全モデルラットの血圧・腎

機能および腎病変に対する長期的運動、低タンパ

ク食、アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬の併用効

果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005 年 9 月 

 

 

 

2006 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医 歯 薬 出 版 「 Journal of 

Clinical Rehabilitation」 

vol.14, no.9, 806-811 

 

Am J Hypertens. 

Jan;19(1):80-6. 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本腎臓学会誌 

48(1):4-13. 

上月正博 

 

Kanazawa M, 

Kawamura T, 

Li L, Sasaki Y,

Matsumoto K,

Kataoka H,  

Ito O, Minami 

N, Sato T, 

Ootaka T, 

Kohzuki M. 

 

佐々木裕子、

金澤雅之、 

伊藤修、 

上月正博 

 

Ito O, 

Nakamura Y, 

Tan L, 

Ishizuka T, 

Sasaki Y, 

Minami N, 

Kanazawa M, 

Ito S,  

Sasano H, 

Kohzuki M. 

 

後藤葉子、 

上月正博、 

佐々木裕子、

黒澤 一、 

佐藤徳太郎 

 

A. Ishida,  



８．Expression of cytochrome P-450 4 enzymes in 

the kidney and liver: regulation by PPAR and  

species-difference between rat and human. 

 

 

 

 

 

 

 

 

9．Sickness Impact Profile(SIP)日本語版の作成と

慢性呼吸器疾患患者における信頼性および妥当性

の検討 

 

 

 

10 ． Disability Prevention of Chronic Renal 

Failure(CRF): Beneficial Effects of Combination of 

Chronic Exercise, and Anti-hypertensive Drugson 

Skeletal Capillaries, Exercise Endurance, 

and Renal Function in Rats with CRF" 

 

 

 

 

 

 

2006 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006 年 3 月 

 

 

 

 

 

2007 年 6 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mol Cell Biochem. 

Mar;284(1-2):141-8. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北医誌 Vol.118 No.1,1-8, 

 

 

 

 

 

The international society of 

physical and rehabilitation 

medicine ｐ617-619, 

 

 

 

M. Kanazawa,

H. Lu, 

Y. Sasaki, 

A.Tufescu, 

M. Tateyama,

T. Kawamura 

M. Kohzuki. 

 

Lu H, 

Kanazawa M, 

Ishida A, 

Tufescu A, 

Sasaki Y, 

Kohzuki M. 

A. Ishida,  

M. Kanazawa, 

H. Lu,  

Y. Sasaki, 

A.Tufescu, 

M. Tateyama,

T. Kawamura 

M. Kohzuki. 

 

Kanazawa M, 

Kawamura T, 

Li L, Sasaki Y,

Matsumoto K,

Kataoka H, 

Mori N,  

Nagasaka M, 

Ogawa M, 

Ito O,  

Kurosawa H, 

Minami N,  

Kohzuki M. 



11．Disability prevention of chronic renal failure 

(CRF): Combination of chronic exercise and 

antihypertensive therapy enhances renoprotective 

effects in rats with CRF. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12．Disability prevention of chronic renal failure 

(CRF): Enhanced renoprotective and peripheral 

effects of chronic exercise combined with 

angiotensin converting enzyme inhibitor in rats with 

CRF.  

 

 

 

 

 

 

 

 

2007 年 6 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007 年 6 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The international society of 

physical and rehabilitation 

medicine ｐ695-698, 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The international society of 

physical and rehabilitation 

medicine ｐ699-702, 

 

 

 

 

 

 

Tufescu A,  

Kanazawa M, 

Ishida A, Lu H, 

Sasaki Y,  

Kohzuki M. 

 

Tufescu A,  

Kanazawa M, 

Ishida A, Lu H, 

Sasaki Y,  

Ootaka T,  

Sato T,  

Kohzuki M. 

 

 



 

 

13．Effects of combination therapy with chronic 

exercise (EX) and losartan (LOS) in spontaneously 

diabetes mellitus rats with nephropathy. 

 

 

 

14．Combination of exercise and losartan enhances 

renoprotective and peripheral effects in 

spontaneously type 2 diabetes mellitus rats with 

nephropathy. 

 

 

 

［報告書］ 

１．健康ふるかわ２１ 

 

 

 

２．みんなで生き活き健康プラン 

 

 

 

８．大崎市生き生き健康プラン 

   

 

 

 

 

2007 年 6 月 

 

 

 

 

 

2008 年 2 月 

 

 

 

 

 

 

 

2005 年３月 

 

 

 

2007 年３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

The international society of 

physical and rehabilitation 

medicine ｐ703-706, 

 

 

 

J Hypertens.  

Feb;26(2):312-321. 

 

 

 

 

 

 

古川市健康増進計画（宮城県

古川市民生部健康推進課報

告書） 

 

石巻市健康増進計画（宮城県

石巻市保健福祉部健康管理

課報告書） 



 2009 年３月  

大崎市健康増進計画（宮城県

大崎市民生部健康推進課報

告書） 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

28．Regulation of cytochrome p-450 4A expression and activity by peroxisomal 

proliferators-activated receptors in the rat kidney and liver." 

 

29．Dahl 食塩感受性ラットにおけるアデノシン受容体拮抗薬、レニン・アンジオテ

ンシン変換酵素阻害薬とループ利尿薬併用による腎保護効果 

 

30．5/6 腎摘慢性腎不全ラットの腎機能および腎病変に対する長期的運動と

enalapril の併用効果 

 

2004.9.  

 

 

2004.10. 

 

 

2004.10. 

 

 

5th International Conference on lipid Binding Proteins（宮城） 

 

 

第 27 回日本高血圧学会学術集会 (栃木) 

 

 

第 27 回日本高血圧学会学術集会 (栃木) 

 

 



31．5/6 腎摘除慢性腎不全モデルラットの腎障害に対する長期的運動,低タンパ

ク食療法とアンジオテンシン II 受容体拮抗薬の併用効果" 

 

32 ． Quality life and spiritual well-being in adult patients after allogeneic 

hematopoietic cell transplantation. 

 

33．Effects of subjective and objective health-related quality of life folling lung 

volume reduction surgery 

 

34．What is important for improving your QOL? : Healthy Plan 21 survey in 

Furukawa, Japan 

 

35．管理栄養士養成における新しい「栄養調査カリキュラム」の試み 

 

36．慢性腎不全モデルラットの腎機能と腎病変に対する低タンパク食(LP),長期

的運動(EX)と olmesartan (OLS)の併用効果 

 

37． 市町村合併を見据えた健康増進計画策定と今後の課題 

 

38．住民の意識調査から展開した包括的な地域栄養・食生活プログラム 

 

39．5/6 腎摘除慢性腎不全モデルラットにおける低タンパク食(LPD),長期的運動

(EX)と olmesartan(OLS)併用の腎保護効果 

 

40．Renoprotective effect of combination therapy with low protein diet (LPD), 

chronic exercise (EX) and olmesartan (OLS) in rats with chronic renal failure 

(CRF) 

 

41．5/6 腎摘慢性腎不全モデルラットの腎機能に対する低タンパク食・運動・アン

ジオテンシンⅡ受容体拮抗薬の併用効果 

 

42．慢性腎不全モデルラットの腎病変に対する長期的運動(EX), 低タンパク食

(LPD)と olmesartan(OLS)の併用効果 

 

"43．Lifestyle and health-related quality of life in Japanese elementary school 

2004.10. 

 

 

2004.10. 

 

 

2004.10. 

 

 

2004.10. 

 

 

2004.10. 

 

2004.10. 

 

 

2004.10. 

 

2004.10. 

 

2005.6 

 

 

2005.6. 

 

 

 

2005.6. 

 

 

2005.6. 

 

 

第 27 回日本高血圧学会学術集会 (栃木) 

 

 

11th Annual Conference of the International Society for Quality of 

Life Research(Hong Kong) 

 

11th Annual Conference of the International Society for Quality of 

Life Research (Hong Kong) 

11th Annual Conference of the International Society for Quality of 

Life Research (Hong Kong) 

 

第 51 回日本栄養改善学会（金沢） 

 

第 16 回日本リハビリテーション医学会東北地方会（弘前） 

 

 

第 63 回日本公衆衛生学会総会（松江） 

 

第 63 回日本公衆衛生学会総会（松江） 

 

第 48 回日本腎臓学会学術総会・第 50 回(社)日本透析医学会学術

集会・総会 （パシフィコ横浜 横浜） 

 

Ieternationl society of nephrology （Singapore） 

 

 

 

腎疾患と栄養・代謝・食事フォーラム 2005、大田区産業プラザ Pio．

東京 

 

日本リハビリテーション医学会（石川県金沢市） 

 

 



children 

 

44．Quality of life and phychological state for 60 months following lung volume 

reduction surgery 

 

45．Prospective evaluation of quality of life in Japanese colostomates 

 

 

46．慢性腎不全モデルラットの腎機能と腎病変に対する低タンパク食(LP),長期

的運動(EX)と olmesartan(OLS)の併用効果 

 

47．Zucker 肥満ラットの糖・脂質代謝への長期的運動と HMG-CoA 還元阻害薬

の併用効果. 

 

48．Zucker 肥満ラットの糖・脂質代謝への長期的運動と HMG-CoA 還元阻害薬

の併用効果. 

 

49．Health-related quality of life (HRQOL) and population-based surveillance 

(Healthy Japan 21) for Japanese mothers  

 

50．Renoprotective and antihypertensive effects of combination therapy with low 

protein diet (LPD), long-term exercise (EX) and olmesartan (OLS) in rats with 

renal ablation 

 

51 ． Combination of chronic exercise (EX) and losartan (LOS) enhances 

renoprotective effects in spontaneously diabetes mellitus rats with nephropathy.

 

52．減塩教室開催 10 年間の減塩効果と住民への浸透性について 

 

53．食事バランスガイドを活用した在宅肺機能障害者への栄養指導 

 

54．高校生・大学生を対象とした栄養成分表示の認知度について 

 

55．慢性腎不全モデルラットの骨格筋毛細血管、持久力、腎機能に及ぼす長期

的運動、アンジオテンシン II 受容体拮抗薬 olmesartan、カルシウム拮抗薬

2005,10. 

 

 

2005,10. 

 

 

2005,10. 

 

 

2005.10. 

 

 

2006.3. 

 

 

2006.4. 

 

 

2006.10. 

 

 

2006.10.  

 

 

 

2006.10. 

 

 

2006.10. 

 

2006.10. 

 

2006.10. 

 

2006.10. 

International Society for Quality of Life Research（ISOQOL）San 

Francisco 

 

International Society for Quality of Life Research（ISOQOL）San 

Francisco 

 

International Society for Quality of Life Research（ISOQOL）San 

Francisco 

 

日本高血圧学会,東京 

 

 

第 19 回日本リハビリテーション医学会東北地方会(山形),  

 

 

第 12 回日本内分泌学会東北地方会(仙台),  

 

 

13th Annual Conference of the International Society for Quality of 

Life Research, Corinthia Alfa Hotel, Lisbon Portugal 

 

13th Annual Conference of the International Society for Quality of 

Life Research, Corinthia Alfa Hotel, Lisbon Portugal 

 

 

21st Scientific Meeting of International Society of Hypertension (福

岡)  

 

第 53 回日本栄養改善学会学術総会、つくば市、茨城 

 

第 53 回日本栄養改善学会学術総会、つくば市、茨城 

 



azelnidipine の併用効果. 

 

56．Sickness Impact Profile (SIP) to measure health-related quality of life in 

patients with COPD in Japan  

 

57．Health-related quality of life (HRQOL) and population-based surveillance for 

Japanese mothers 

 

58．慢性腎不全モデルラットの腎,持久力,骨格筋毛細血管に及ぼす長期的運動

と降圧薬の併用効果. 

 

59．慢性腎不全モデルラットに対する長期的運動と降圧薬の併用療法による腎

保護効果の機序. 

 

60．糖尿病性腎症モデルラットの腎機能,腎病変,運動耐容能に対する長期的運

動と losartan の併用効果. 

 

61．外来糖尿病患者における効果的な栄養指導開始時期の検討（第一報） 

 

62．集団保育施設（幼稚園・保育所・子育て支援センター）と家庭における食育と

教材についての調査 

 

63． Long-term effects of lung volume reduction surgery in exercise capacity, 

activities of daily living, and health-related quality of life  

 

64．The effect of cooking (meal preparing) rehabilitation with the improvement of 

quality of life (QOL) in community stroke patients 

 

65．Instrumental activities of daily living and life style in Japan patients with 

severe COPD 

 

66．管理栄養士養成における教育カリキュラムの検討（第２報）―食への関心と

管理栄養士取得意欲に及ぼす影響― 

 

67．Influence of the stages of health behavior changeon the diet therapy in 

 

 

 

2007.5 

 

 

2007.5 

 

 

2007.6.  

 

 

2007.6. 

 

 

2007.6. 

 

 

2007.7. 

 

2007.9. 

 

 

200７.10 

 

 

200７.10 

 

 

200７.10 

 

 

2008.9. 

 

 

第 53 回日本栄養改善学会学術総会、つくば市、茨城 

 

第 20 回リハビリテーション医学会東北地方会(盛岡),  

 

 

 

American Thoracic Society （ATS）San Francisco 

 

 

International society of Physical and Rehabilitation medicine，    

Korea 

 

第 44 回日本リハビリテーション医学会(神戸),  

 

 

第 44 回日本リハビリテーション医学会(神戸),  

 

 

第 44 回日本リハビリテーション医学会(神戸),  

 

 

宮城県看護研究会  仙台市 

 

第 54 回日本栄養改善学会学術総会、長崎市 

 

 

International Society for Quality of Life Research （ ISOQOL ） 

Toronto 

 

International Society for Quality of Life Research （ ISOQOL ） 

Toronto 

 

International Society for Quality of Life Research （ ISOQOL ） 

Toronto 



diabetic outpatients 

 

68．在宅肺機能障害者への食事バランスガイドを用いたポピュレーションアプロ

ーチ 

 

69．栄養指導後に食生活が改善しない糖尿病患者の背景因子－食事指導

naïve 群と非 naïve 群での比較－ 

2008.9. 

 

 

2008.11 

 

 

2009.1. 

 

第 55 回日本栄養改善学会学術総会、鎌倉市 

 

 

15th International Congress of Dietetics (ICD 2008)， 

Yokohama, Japan 

 

第 67 回日本公衆衛生学会総会（福岡） 

 

 

第 12 回日本病態栄養学会（京都） 

 
� 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 
日本栄養改善学会 

日本栄養士会 

宮城県公衆衛生学会 

日本栄養・食糧学会 

日本公衆衛生学会 

日本体力医学学会 

日本病態栄養学会 

日本高血圧学会 

日本腎臓学会 

学校保健学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県栄養士会理事 

日本栄養改善学会評議員 

平成 10 年 4 月 

平成 10 年 4 月 

平成 10 年 4 月 

平成 11 年 4 月 

平成 11 年 4 月 

平成 12 年 4 月 

平成 15 年 4 月 

平成 15 年 4 月 

平成 15 年 4 月 

平成 16 年 4 月 

平成 20 年 4 月 

平成 20 年 4 月 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

宮城学院女子大学学芸学部食品栄養学科非常勤講師 

東北大学大学院医学系研究科非常勤講師 

（社）宮城県歯科医師会専門学校 宮城高等歯科衛生士学院非常勤講師 

古川市健康増進計画アドバイザー 

石巻市健康増進計画策定委員，計画推進アドバイザー 

大崎市健康増進計画アドバイザー 

加美町食育推進計画アドバイザー 

色麻町食育推進計画アドバイザー 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    サ サキ ルリ コ 

氏   名   佐々木ルリ子 
職   名  准教授 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位   スポーツ科学修士  

(大学名）      仙台大学            （取得年月） 2002 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.教育内容・方法の工夫 

1）給食経営管理実習の少人数による授業方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）給食経営管理実習関連の施設・設備の充実 

 

 

 

 

3）臨地実習および総合演習の内容の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

2002.4～現在 

 

 

 

 

 

 

 

2007.9～現在 

 

 

2007.4～現在 

 

 

 

 

2006.4～現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食経営管理の講義・実習では、授業の内容を要約したプリントと、

Power Point およびビデオで授業を進めている。学生が授業をより積極的

に責任ある態度で望めるよう少人数のグループわけを行い、さらに学生が

授業の内容を理解したかどうかを授業の区切りごとにレポートで把握し、

学生および授業の評価へ反映させている。また実習では学内の学生に給

食を提供し、毎回調査用紙で給食を評価してもらうことで学生が自身の取

り組みに気づき、次の実習にフィードバックできるよう学生の主体的な学

習意欲につながる授業に努めている。 

また給食経営管理の講義では、海外の給食システムを実際に見学・研

修・体験したことをもとに、日本と海外の給食事情の違いや特徴を写真な

どで紹介している。 

給食経営管理実習では 2007 年 4 月の新築後、ドライシステム化された

実習室で作業管理、衛生・安全管理（ＨＡＣＣＰ）に配慮した給食の一連の

作業が支障なく行えるよう作業区域を区別した授業内容とし、学生が実践

の場と同様の施設で実習できるよう工夫するとともに、常に新しい情報を

取り入れた授業に努めている。 

総合演習では、病院、学校、福祉施設、事業所などの特定給食施設で

実際に活躍する管理栄養士の協力を得て、実践的な内容に踏み込んだ

授業を行っている。臨地実習では独自の評価表を作成し、実際に指導に

携わった管理栄養士から学生の評価をもらい、学生の教育と授業に反映

させている。またグループごとに発表させ、学生が意見交換できる時間を

取り入れるなどレポート以外の展開に変化を持たせるとともに、学生の理

解度を区切りごとにレポートで把握し毎回回答し、自主的な学習意欲を持

たせるように工夫している。 



 

4）ゼミや卒業論文への取り組み 

 

 

 

 

5）学生の授業評価アンケートによる評価結果 

 

2.作成した教科書、教材、参考書 

1）教科書『給食運営管理実習・学内編〔第３版〕』 

 

 

 

 

 

2）教科書『PDCA に基づく給食経営管理実習』 

 

 

 

 

 

3.教育方法・教育実践に関する発表、講演 

1）「学生の献立作成課題の取り組みの実態と自己評価」から栄養学実習へ

の取り組み 

 

 

2）「青年女子のライフスタイルと健康に関する研究－睡眠と運動，食習慣を

中心に－」から健康科学の講義への取り組み 

 

 

 

 

4.その他教育活動上特記すべき事項 

1）骨密度測定事業協力 

1999～現在 

 

 

 

 

2004～現在 

 

 

2006.3 

 

 

 

 

 

2009.4 

 

 

 

 

 

 

2007.1～現在 

 

 

 

2008.9～現在 

 

 

 

 

 

 

2005～2008 

ゼミや卒論では、学生生活の実態調査を分析し、栄養・運動・休養の面

から学生一人一人がテーマを見つけられるように授業を展開し、自主的

学習ができるように支援している。さらに自ら管理栄養士、健康運動指導

士の資格を生かし、実践的な最新の健康に関する情報を学生に提供して

いる。 

学生による授業評価アンケートにおいて平成 16 年度より、講義・実習とも

総合評価では 5 段階中 4.0 以上の評価を得ている。 

 

給食施設を管理するための技能と栄養士の役割について学内の実習

内容を整理し、Ⅰ.学内実習についてⅡ.学内実習業務Ⅲ.給食の運営管理

Ⅳ.課題演習の 4 部から構成し、多様な教育計画に対応できるように、また

実習前、実習中、実習後のまとめを自らできるような内容を記述した。そ

れに基づき授業を進めている。「作業時間調査、疲労度調査、荷重平均

成分表の作成、食品構成表の作成」を執筆。 

給食の運営と管理は管理栄養士・栄養士の主たる業務の 1 つである

が、「人・物・金」を円滑に管理し、さまざまな条件を考慮しつつ、継続した

給食の運営と経営管理が行える PDCA にそった実習ができるように構成

し、確実に身につけられるよう帳票への記入例を設けるなど、具体的な例

を示した内容を記述した。「第 3 章給食経営管理実習で扱う帳票類 3.5 衛

生管理、疲労調査、目測量調査」を執筆。 

 

栄養学実習の授業でおこなった献立作成課題の取り組みに関する調

査結果を論文にまとめた。そこから学生の献立作成方法の実態と作成能

力の低さに気づき、学生自身が献立をスムーズに取り組める講義や実習

内容になるよう工夫した。 

「学生生活の実態」について学生の意識調査の結果を分析、論文にま

とめた。健康科学の講義では、その結果を栄養・運動・休養の面から、学

生の生の実態を講義し、学生一人ひとりが自分自身の生活を見つめられ

るように授業を展開し、支援している。さらに自ら管理栄養士、健康運動

指導士の資格を生かし、実践的な最新の健康に関する情報を学生に提供

している。 

 

宮城県牛乳普及協会より、毎年女子大学生を対象に骨密度測定、栄養

指導およびアンケート調査の依頼があり、その実施協力と学生へ骨密度



 

の結果を示し、健康意識を高めている。 

 

（２）過去 5 年間の研究活動 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1.給食運営管理実習・学内編〔第３版〕 

 

2.PDCA に基づく給食経営管理実習 

 

［論文］ 

1.青年女子のライフスタイルと健康に関する研究－

睡眠と運動，食習慣を中心に－ 

2.ルバーブ食物繊維のラット血漿脂質代謝に及ぼ

す影響 

3.学生の献立作成課題の取り組みの実態と自己評

価 

[その他] 

1.給食システム海外研修会報告 ヨーロッパ編第１

回 大規模大学病院の院外調理について‐ドイツ国

内で最も先端的な給食システム 

2.給食システム海外研修会報告 アメリカ編 フード

サービス先進国の現状を視察 ‐機器メーカーの開

発動向、医療・福祉施設における給食システム‐ 

 

共著 

 

共著 

 

 

共著 

 

共著 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

 

 

2006.3 

 

2009.4 

 

 

2002.8 

 

2003.1 

 

2007.1 

 

 

2008.1 

 

 

2009.5 

 

 

 

株式会社建帛社 

 

株式会社化学同人 

 

 

仙台大学スポーツ科学研究科

研究論文集 Vol.3 

仙台白百合女子大学紀要第 7

号 

仙台白百合女子大学紀要第

11 号 

 

ヘルスケア・レストラン 1 月号 

 

 

ヘルスケア・レストラン 5 月号 

 

 

 

 

 

 

 

中川功哉 

 

高橋伸子・ 

左右田晴美 

 

 

 

 

 

 

平澤マキ・ 

神戸絹代・ 

佐々木ルリ子

 

殿塚婦美子、橋本高

子編著他 8 名 

稲井玲子、上田伸男

編著他 17 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74-77 頁 

90-93 頁 

50-56 頁 

 

 

59-67 頁 

 

57-65 頁 

 

107-117 頁 

 

 

66-67 頁 

 

 

62-65 頁 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1.女子学生の食生活チェックー食生活指針にそってー 

2.学生の献立作成の実態と献立作成能力の自己評価について 

3.女子大生の食生活調査を経年変化からみた場合の栄養教育的効果－食べ物

の組み合わせについて－ 

4.女子大生の食生活調査を経年変化からみた場合の栄養教育的効果Ⅱ－平日

と休日の比較について－ 

5.海外研修に見る給食経営システムの多様性について 第 1 報 ドイツにおける

高齢者配食サービス 

6.海外研修に見る給食経営システムの多様性について 第 2 報 スェーデンにお

ける介護・配食サービス 

7.海外研修に見る給食経営システムの多様性について 第 3 報 デンマークにお

ける配食サービス 

2004.5 

2005.9 

2008.9 

 

2008.11 

 

2008.11 

 

2008.11 

 

2008.11 

第 58 回日本栄養・食糧学会大会（東北大学） 

第 52 回日本栄養改善学会学術総会（徳島大学） 

第 55 回日本栄養改善学会学術総会（鎌倉女子大学） 

 

第 42 回日本栄養・食糧学会東北支部大会（郡山女子大学） 

 

第 4 回日本給食経営管理学会学術総会（大阪市立大学） 

 

第 4 回日本給食経営管理学会学術総会（大阪市立大学） 

 

第 4 回日本給食経営管理学会学術総会（大阪市立大学） 

 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本栄養改善学会 

日本栄養士会 

日本健康運動指導士会 

日本家政学会 

日本栄養・食糧学会 

日本体育学会 

日本食生活学会 

日本給食経営管理学会 

 1993.4 

1993.4 

1995.10 

1996.4 

1998.4 

2001.5 

2003.5 

2005.11 

 



 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

2004.6 宮城県栄養士会理事（～2006.5） 

2004.6 宮城県栄養士会研究教育協議会会長（～2006.5） 

2004.9 宮城県栄養士会生涯学習委員（～2006.8） 

2005.3  (社)宮城県栄養士会ＨＰヘルシー料理掲載（2005 年春メニュー家庭向きレシピ）（～2005.5） 

2005.12 (社)宮城県栄養士会ＨＰヘルシー料理掲載（2005 年冬メニュー家庭向きレシピ）（～2006.2） 

2006.2.7「生活習慣予防のつどい」コメンテーター(宮城県成人病予防協会） 

2006.4  みやぎインターカレッジコープ理事（～2008.4） 

2007.4  仙台大学非常勤講師（～現在） 

2007.11、2008.11 仙台市保育所連合会給食担当者研修会講師 

2008.10 仙台白百合学園高等学校土曜講座講師 

2009.3 親子食育講座講師（仙台市立原町小学校） 

2009 東松島市新学校給食センターPFI 事業者審査委員会委員 

2005.4～以下の 6 論文は、独立行政法人国立健康・栄養研究所栄養疾病プログラム「第 2 次栄養関連学科新入生調査」の調査研究グループ（参加校）「the Freshmen in  

Dietetic Courese Study ⅡGroup」の一人として調査協力した。内容は、2005 年 4 月新入生を対象に最近 1 ヶ月間の食習慣、生活習慣は入学後 2 週間以内、中高生時の 

生活習慣は入学後 4 週間以内に調査、チェックするなどを担当した。 

「Food Intake Functional Constipation: A Cross‐Sectional Study of 3,835 Japanese Women Aged 18－20 Years」（2007） 

「Association between dietary fiber, water and magnesium intake and functional constipation among young Japanese women」（2007） 

「Dietary patterns associated with functional constipation among Japanese women aged 18 to 20 years: a cross-sectional study.」（2007） 

「Dietary fiber intake, dietary glycemic index and load, and body mass index: a cross-sectional study of 3931Japanese women aged 18-20 years.」（2007） 

「Relationship between soy and isoflavone intake and periodontal disease: The freshmen in Dietetic Courses Study Ⅱ.」（2008） 

「Three major dietary patterns are all independently related to the risk of obesity among 3760 Japanese women aged 18-20 years.」（2008） 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ミヤ  ザキ マサ   ミ 

氏   名   宮 崎 正 美 
職   名  准教授 

人間学部  健康栄養学科  

取 得 学 位 Sacrae Theologiae Licentiatus ・神学修士 

（大学名）   上智大学              （取得年月） 1992 年 2 月 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.一般の番組で放映されたものを編集したビデオの活用 
 
 
2.. 自主ゼミ 「聖書研究会」 
 
 
3. 自主ゼミ 「ラテン語、ロシア語」 
 
4. 『キリスト教学概論──過越のいのちを生きる』（現代神学研究会 2000 年
初版、2006 年 4 版）全 321 頁 
 
 
 
5. 『ラテン語文法の基礎ノート』（私家版 2006 年初版、2007 年２版）全 150
頁 
 
 
  

2004.4〜 
 
 

2004～現在 
 
 

2004 
 

2006.4 
 
 
 
 

2007.4 
 
 
 
 

人間一般のおかれた環境のなかでキリスト教の世界観・価値観がもつ意
味を説明するように工夫している（「キリスト教学Ⅱ」）。 
 
プロテスタント教会、カトリック教会に所属する学生および興味ある学生
の、聖書の解釈・読み方の指導。 
 
国際教養学科の１～４名の学生を中心とする週一回のゼミ。 
 
「キリスト教学」（仙台白百合女子大学）講義テキスト。講義の構成・順序
を、キリスト教の実践形態のひとつであるミサの構造に対応させる独自の
方法をとった。宗教現象に関する比較宗教学の成果を考慮しつつ記述し
た。 
 
「ラテン語」（東北大学）講義テキスト。ラテン語文法の基礎事項を、積み重
ね式で習得できるように構成し、学術語、合成語の理解にも配慮し、併せ
て文献購読用テキストを入れたものである。なお学習の便を考えて「語尾
変化表」（25 頁）を別冊付録とした。 
 

 

 

 



 

 
（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 
1. 新カトリック大事典 第４巻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［論文］ 
1. 反省の意味拡張と反省の神学について 
 
 
2. Ｉ．プリゴジン後の世界──新しい地平との邂逅 
 
 
3. 現代カトリック教会における義認の教理について
 
 
4. カトリック大学とキリスト教学ー教会法と法的規
定および適用について 
 
 
5. カトリック教会の自己規程について 
 
 
6. 高齢者の死生観解明に向けて──日本の民俗に
みる死生観からの考察 
 
 

 
共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
単著 
 
 
単著 
 
 
単著 
 
 
単著 
 
 
 
単著 
 
 
共著 
 
 
 

 
2009.4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2005.1 
 
 

2005.1 
 
 

2006.6 
 
 

2007.1 
 
 
 

2008.1 
 
 

2008.3 
 
 
 

 
研究社, 
新カトリック大事典編纂委員会
編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『仙台白百合女子大学 紀要』
第 9 号 
 
『仙台白百合女子大学 紀要』
第 9 号 
 
『東北学院大学 キリスト教文
化研究所紀要』第 24 号 
 
『仙台白百合女子大学紀要』
第 11 号 
 
『仙台白百合女子大学紀要』
第 12 号 
 
 
人間の発達 仙台白百合女子
大学 人間発達研究センター紀
要 第３号 
 

 
相川ノブ子、
他 598 名 
 
 
 

 
委員長：高柳俊一、編
集員：安斎伸、他 50
名 
 

 
20 項 目 : 
20,41,76, 

98,100, 

126,211, 

235,239, 

255,281-2, 

295,327, 

370,371, 

394,445, 

446,487, 

965  
 
99－117 頁 
 
 
157－163 頁 
 
 
75-94 頁 
 
 
41-64 頁 
 
 
92-126 頁 
 
 
 
23-29 頁 
 
 
 



 

6. ロシア正教会における死生観と宗教思想について
──『カラマーゾフの兄弟』の考察をとおして 
 
 
［書評］ 
1.「教派にとらわれないキリスト教思想の入門書 松田
央著『世の光キリスト ヨハネによる福音書のキリスト
論』」 
 

共著 
 
 
 
 
単著 
 

2008.12 
 
 
 
 

2008.10 
 

人間の発達 仙台白百合女子
大学 人間発達研究センター紀
要 第 4 号 
 
 
財団法人キリスト教文書センタ
ー『［月刊］キリスト教書評誌 本
のひろば』2008 年 10 月号（第
607 号） 

21-55 頁 
 
 
 
 
20-21 頁 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1.「反省の神学について──その可能性と構想について──」 
 
2.「反省の神学──伝統の超克から対話への方法論」 
  

2005.6.18 
 

2005.9.2 

日本基督教学会東北支部 第 39 回大会 
 
東方キリスト教学会 第 5回大会 
 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本カトリック神学会 
日本基督教学会 
日本カトリック教育学会 
東方キリスト教学会 
日本宣教学会 

 
幹事（2003.6～現在：３期） 
 
 
設立発起人 

1991 
1995 
2000 
2001 
2005 

 

 

 

 



 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

文部科学省 

 

 

文部科学省 

2006 

 

 

2007 

文部科学省学術研究高度化推

進経費（共同研究）補助金 

 

文部科学省学術研究高度化推

進経費（共同研究）補助金 

カトリック大学の教育理念と建学の理念について 

（人間発達研究センター［宗教と人間発達 RG］共同研究） 

 

高齢者の死生観の解明に向けて 

（人間発達研究センター［宗教と人間発達 RG］共同研究） 

 

 

 

 

 

３．特記事項  

東北大学非常勤講師（全学教育） 「ラテン語Ⅰ」担当（2004.4〜現在） 

東北大学非常勤講師（全学教育） 「ラテン語Ⅱ」担当（2004.4〜現在） 

東北大学非常勤講師（文学部）  「ラテン語（文献購読）」担当（2004.4〜2006.3） 

自主ゼミ（学生の自主的研究支援）ラテン語、ロシア語（2004） 

 

シンポジウム発題 

・「カトリック教会における義認」 

 東北学院大学 第５回学内フォーラム（東北学院大学キリスト教文化研究所主催）「教会一致に向けて：『義認に関する共同宣言』の意義」（2005.6） 

・「カトリック大学とキリスト教学について」 

東北学院大学キリスト教文化研究所 研究フォーラム 2009（東北学院大学キリスト教文化研究所 主催）「キリスト教大学のアイデンティティとキリスト教学の
可能性」（2009.6） 
 

公開講座等 

・「エキュメニズム、他の諸教会との関係からみる『カトリック教会』」 

2007 年度学都仙台サテライトキャンパス講座「カトリシズムと現代」学都仙台サテライトキャンパス（2007.6） 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ   ミヤシタ  ヒ   ロ  ミ 

氏   名  宮 下  ひ ろ み  
職   名  准教授 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位  栄養学修士   

(大学名）     女子栄養大学         （取得年月） 1995年3月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.教育内容・方法の工夫 

（１）学生入学時の調理経験および調理技術の調査に基づく、調理実習授業

計画と指導法の検討と実践 

 

（２）栄養教育実習の研究の授業における現場体験学習の実施と実習の事

前事後指導の徹底 

 

 

 

（3）実践を重視したゼミの活動—朝食および家庭料理の講習会—を通じて 

 

 

 

 

 

２．作成した教科書、教材、参考書 

 

（1）調理学実験のためのテキスト作成 

 

（2）おいしさと健康を考えた、調理実習のためのテキスト作成 

 

 

３．教育方法・教育実践に関する発表、講演等 

（１）調理学および調理実習授業のための学生の習熟度調査ならびに 

   調理実習授業のための学生の基礎力調査と分析法の研究 

 

1997～2008 

 

 

2007～2008 

 

 

 

 

2004〜2008 

 

 

 

 

 

 

 

2004.1〜2005..1 

 

2005.6〜2006.1

 

 

2001.1〜2007.4

 

 

 

 入学後、学生の調理経験や調理技術を問う質問紙法による調査を行い

実態を掴み、授業計画および指導法に生かすことを実践している。 

 

「教育実習の研究」の授業においては、学内の事前指導に留まらず、近

隣小学校の協力を得て、学校および児童理解のため、授業参観と校長先

生の講話を受け、栄養教育実習に備えた。事後には実習の成果・反省を

PowerPoint 等で報告会を行った。 

 

 栄養改善普及会の委託を受け、ゼミ学生を主体とした学内での「朝食教

室」を実施して、成果は学園祭にて発表を行った。（〜07 年まで） 

2008 年より、同様、同普及会の「おいしい家庭料理講習会」を実施し、 

ゼミ生が、下級生への調理指導を行う等、食のリーダーとしての実践力を

養うようにしている。 

 

 

  従来の調理学実験に、人の健康や栄養に関わる実験を多く取り入れ

た実験書を執筆担当 2005 年「健康を考えた調理科学実験」として出版。 

 

 おいしさと健康、ライフステージ別の栄養を考えた調理学実習書「新版・ 

調理学実習 おいしさと健康」として 2006 年に出版。 

 

 

「質問紙法による調理能力調査の分析法について」仙台白百合女子大学

紀要第 5 号、2000、pp.149～156 に掲載後、さらに継続して調査し、11 年



 

 

 

（2）調理学および調理実習授業のための調理過程の分析法の研究 

 

 

（3）学内教員研修会シンポジスト（授業紹介） 

 

 

2000.1〜2008.4

 

 

2008.9.16 

間の調査のまとめを 2007 年、紀要第 12 号に掲載した。 

 

「調理過程の分析ーご飯ものの場合ー」仙台白百合女子大学紀要第 6 号

に掲載 。その後も主菜、副菜につて分析を進めている。 

 

合理的な実習授業をめざし、授業内容の改善を検討し、実践した報告を

行った。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合） 

編者名と当該執筆

者数（編著の場合）
該当頁数 

[著書] 

1. 健康と栄養を考えた調理学実験 

 

2. 調理学実習―おいしさと健康― 

 

3. 料理のなんでも小事典 
 

［報告書］ 

1. .平成 15・16 年度日本調理学会特別研究 

「調理文化の地域性と調理科学」－魚介類— 

 

2.災害時のメニュー開発 

 

［論文］ 

1. 豆腐の物性とみそ汁の場合の嗜好 

 

2. 1997 年から 2007 年における若年女性の調理能力

の推移 

 

3. だし汁の風味を表現する用語について 

 

共著 

 

 

共著 

 

共著 

 

 

共著 

 

共著 

 

 

 

単著 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

2005.4 

 

 

2006.11 

 

2008.9 

 

 

2004.12 

 

 

2007.8 

 

 

2004.1 

 

 

2008.1 

 

 

2009.2 

 

アイ・ケイコーポレーション 

 

 

アイ・ケイコーポレーション 

 

講談社 BULE BACKS 

 

 

日本調理科学会特別研究委

員会 

 

日本調理科学会誌、40 巻、4

号 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 8 号 

仙台白百合女子大学紀要 

第 12 号 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

今井悦子、安原

安代／著者 16

名 

 

早坂千枝子 

著者 11 名 

 

 

 

和泉眞喜子 

著者 11 名 

 

会田久仁子 

著者 18 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本調理科学会 

 

本人担当 

55-62 頁 

本人担当 

185−189 と 

250−265 頁 

 

260-261 頁 

 

127-133 頁 

 

 

291-295 頁 



 

 第 13 号 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

 

1..Dietary Culture of Beans Food in Miyagi Part1.Use for the Staple Food 
2.. Dietary Culture of Beans Food in Miyagi Part2.Use for the Side Food 

3..宮城県における魚類の料理文化 
4..宮城・岩手地方の菓子「がんづき」についての研究 
5.. 大学生が受けてきた食事に関する教育の時期と内容の調査 

6.  東北南部の米食文化に関する調査 

7. 宮城県における米の摂取・調理状況と米に対する意識調査（第 1 報） 
8. 宮城県における米の摂取・調理状況と米に対する意識調査（第 2 報）—米料理の
実態と特徴— 
 
 

     

    2004.8 

2004.8 

2004.9 

2005.9 

2006.10 

2007.11 

2007.8 

2008.8 

 

IFHE(国際家政学会)Post-Congress 

IFHE(国際家政学会)Post-Congress 

日本調理科学会研究発表会 

日本家政学会 東北・北海道支部研究発表会 

日本栄養改善学会 

日本食生活学会 

日本調理科学会研究発表会 

日本調理科学会研究発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本栄養食糧学会 

日本栄養改善学会 

日本調理科学会 

日本家政学会 

日本咀嚼学会 

日本官能評価学会 

 

 

東北・北海道支部委員（2002～現在） 

東北・北海道支部役員（2008～現在） 

1995 

1995 

1995 

1995 

1996 

1998 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

1. 日本調理科学会 

 

 

2. 日本家政学会 東北・北海

道支部 

2003 

 

 

2005 

調 理 文 化 の地

域性と調理科学

宮城県における魚介類の調理文化 

 

 

宮城・岩手地方の菓子「がんづき」についての研究 

200,000 

（1 支部） 

 

３．特記事項 

＜学外での教育活動・委員等＞ 

1 栄養士のためのワーキング講座「おいしい介護食」講習会（東京、2000.11）：栄養士を対象としたワーキング講座（主催ダイエットコミュニケーションズ） 

2..「働く女性の健康管理」講演（仙台、2000.11）：道路サービス関連の女性社員対象の講座（ジェイネットインフォメーション主任研修会） 

3.. 「健康づくりサポート・おもてなしの店」アドバイザー研修会（2005.10） 講師（登米保健福祉事務所主催） 

4. 宮城県栄養士会生涯学習委員（2004.9〜2006.6） 

5. 「仙台市教育センター家庭科研修会：小・中学校教員を対象とした実技研修会（食料域）」講師（2003.年〜現在） 

6.宮城県製菓衛生師試験委員（2004.5〜現在） 

7.仙台市教育事務所管内学校給食栄養士会研修会 宮城の郷土食—地産地消を活かしてー講師（2007.12） 

8.仙台市小学校教育研究会学校給食研究部会—祭り寿司を学ぶー 講師（2008.12） 

9.全国私立大学教職課程研究連絡協議会東北地区理事（2008.4〜現在） 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    タカザワ マ キ  コ 

氏   名   高 澤 ま き 子 
職   名  講師 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位  農学修士    

 (大学名）    東北大学            （取得年月） 2007 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.教材資料「調理学実験ノート」の作成・配布 

 

 

 

 

 

2.調理学実習の内容の充実 

 

 

 

 

 

 

3.レシピ集「スイーツ・ア・ラ・カルト」の作成指導 

 

 

 

 

 

４．地元きのこ栽培会社との連携による地場産椎茸を用いた食品開発にお

ける卒業論文の指導 

2003～ 

 

 

 

 

 

2003～ 

 

 

 

 

 

 

2007.3 

 

 

 

 

   2008.10 

 

 

 数種の実験書のなかから適した実験項目を組み合わせ、独自の教材資

料を作成し、これを基に授業を展開している。また、この教材資料にレポ

ート作成方法を提示し、毎回行った実験のレポートを提出させ、書き方（実

験の目的・方法・結果および考察の仕方）が身につけられるように指導し

ている。 

 

将来食の専門家として身につけていなければならない調理における基本

的な操作の習得と、様々な食材の扱い方にいての幅広い知識をもっても

らうことを目的とした内容に取り組んでいる。また、「コンビニ弁当」の調査

を取り上げ、その食材内容や栄養価、１日の食事バランスを検討させ、さ

らには添加物などの問題点を取り上げて今後の食生活のありかたについ

て考えさせる内容とした授業に取り組んでいる。 

 

サークル「スイーツ・アラカルト」のアドバイザーとして製菓の技術について

指導を行った。その成果としてサークルのオリジナルのものを盛り込んだ

レシピを小冊子としてまとめた。そのなかで、蓮の実を扱った菓子は、白百

合グッズとして用いられている。 

 

 

卒業論文の研究において椎茸に含まれる成分、栄養、生理機能等につ

いての調査を行わせ、その生理機能をもつ椎茸粉末を用いて焼き菓子

への利用を試み、その性状と嗜好性について検討させた。その結果の

一部について「地場産椎茸を用いた食品開発への試み」を研究テーマ

として 2008 産学官研究発表会で卒論生にポスター発表させた。 

 



 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

１．野菜園芸学 第 11 章野菜の栄養と多機能性 

 

 

２．園芸学 第 9 章４．栄養成分と機能性成分が 

              生体生理機能に及ぼす働き 

 

［論文］ 

 

１.アマランサス粉がスポンジケーキの性状に及ぼ

す影響 

 

２．.有機栽培トマトにおける土壌からの微量元素の

移動 ―第２報 トマトの成長に伴う微量元素の変

動― 

 

３．.有機栽培トマトにおける土壌からの微量元素の

移動 ―第３報 ２地区における元素量の比較― 

 

４．女子大生のコンビニ弁当利用状況と実態調査 

―弁当内容調査からの意識づけ― 

 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

2007.10 

 

 

2009.4 

 

 

 

2004.4  

 

 

 

2004.2 

 

 

 

2005.2 

 

 

 

2009.2 

 

文永堂出版 

 

 

文永堂出版 

 

 

 

日本食生活学会誌第 14 巻 

第 4 号 

 

 

NMCC 共同利用研究成果報

文集 12 

 

 

NMCC 共同利用研究成果報

文集 13 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

13 号 

 

 

 

 

佐藤幸夫 

 

 

 

佐々木弘美 

保井明子 

 

 

武井早憲 

寺田信幸 

 

 

武井早憲 

寺田信幸 

 

 

矢島由佳 

世永明美 

 

金浜耕基編 

他 16 名 

 

金浜耕基編 

他 1８名 

 

233-246 頁 

 

 

221-228 頁 

 

 

 

316-322 頁 

 

 

 

151-169 頁 

 

 

 

51-61 頁 

 

 

 

115-125 頁 



 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

 

 

１．.有機栽培トマトにおける土壌からの微量元素の移動 ―第２報 トマトの成長

に伴う微量元素の変動― 

 

２．.有機栽培トマトにおける土壌からの微量元素の移動 ―第３報 ２地区にお

ける元素量の比較― 

 

３．.生ゴミ堆肥を用いて栽培したトマトの生育・収量・品質に及ぼす灌水量の影

響 

 

４．女子大生のコンビニ弁当利用状況と実態調査 

  －コンビニ弁当内容調査からの意識づけ－ 

 

５．地場産椎茸を用いた食品開発への試み 

 

 

2004.5 

 

 

2005.5 

 

 

2007.5 

 

 

2008.5 

 

 

2008.10 

 

 

NMCC 共同利用研究成果発表会 

 

 

NMCC 共同利用研究成果発表会 

 

 

日本家政学会第５９回大会 

 

 

日本食生活学会 

 

 

産学官連携フェア 2008 みやぎ研究会 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本家政学会 

日本調理科学会 

日本食生活学会 

日本栄養食糧学会 

園芸学会 

 1985.4 

1985.4 

1999.5 

2006.4 

2006.4 

 

 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

なし     

 

３．特記事項 

  

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    カ   ガ ヤマ ア  カ   リ 

氏   名   加 賀 山 あ か り 
職   名  助教 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位  農学修士    

(大学名）     東北大学             （取得年月）1996年3月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

・学生実験を行う上での安全性の整備 

 

 

 

 

 

・基礎化学 

 

 

2006.4 

 

 

 

 

 

2009.4 

試薬の管理、器具の管理・調整、機器の配置・整備は、学生が安全に実

験を行う上で日常欠かせない整備であり、学生の動きや授業内容の変化

に応じ改善するよう努めている。 

また、新校舎建設時には、安全性や各授業内容への適応性を考慮し、実

験関連施設の配置、関連備品の設置等を行った。 

 

基礎化学にて化学計算を担当。教科書の例題、演習を小テスト（プリント

配布）として毎回実施。理解度の把握をし、次週の授業において理解度の

低い問題の復習を行った。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

      

 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

［報告］ 

1.遺伝子ヘモクロマトシスにける“貧血性”腸細胞 

 

 

共著 

 

2003.2 

 

建帛社・栄養学レビュー11.2 

 

駒井三千夫 

  

56-61 頁 



 

 
 
学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

   

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本栄養・食糧学会  2000 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

PRTR 制度導入に対する対応（2001.2～）：「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」が平成１１年７月に公布され、この法律に基

づいた、試薬類の把握、学科内での管理マニュアルの作成を行った。 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ     サ ユウ ダ ハル ミ 

氏   名   左 右 田 晴 美 
職   名  助教 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位  家政学士   

(大学名）     宮城学院女子大学      （取得年月）1992 年 3 月  

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

実習時における安全管理 

 

臨地実習における書類作成 

2004.4～ 

 

2004.4～ 

学生が安全に実習を行うために、実習室内の環境整備及び衛生管理の 

指導をしている。 

臨地実習施設に必要な書類を作成し、学生に事前指導をしている。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

［論文］ 

女子学生の食生活に関する研究～住環境の違い

による食事・食生活の健全さへの影響 

 

ルバーブ食物繊維のラット血漿脂質代謝に及ぼす

影響 

 

共著 

 

 

共著 

 

1998.1 

 

 

2003.1 

 

仙台白百合女子大学紀要 

（第 2 号） 

 

仙台白百合女子大学紀要 

（第７号） 

 

 

高橋伸子 

目黒美紀 

 

佐々木ルリ子

高橋伸子 

 

 

 

151-158 頁 

 

 

57-66 頁 

 
翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 



 

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

   

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本栄養改善学会  1996.4 

 

３．特記事項 

 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    メ  グロ  ミ   キ 

氏   名   目 黒 美 紀 
職   名  助教 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位    準学士           

(大学名）       仙台白百合短期大学   （取得年月） 1992年3月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.実習時における安全面・衛生面等の指導 

 

 

 

 

2.臨地実習における指導 

2002.4～ 

 

 

 

 

2002.4～ 

 

実習を安全かつ衛生的に行うため、事前に学生と十分な作業検討を行

う。また、実習においては大量調理等の特殊な機器を使用することから、

それらの機器・器具等を使用するための指導（準備・事後処理含む）を行

う。さらに、実習後の報告書等に基づき、次回の実習をより円滑に行える

ようフィードバックを行う。 

学外実習である臨地実習において、必要な事前・事後の処理等について

指導を行い、各種評価に基づき検討を行う。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

［論文］ 

     

 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 



 

1.女子学生の食生活チェック－食生活指針にそって－ 

2..女子大生の食生活調査を経年変化からみた場合の栄養教育的効果－食べ

物の組合せについて－ 

3.女子大生の食生活調査を経年変化からみた場合の栄養教育的効果Ⅱ－平日

と休日の比較について－  

2004.5 

2008.9 

 

2008.11 

第 58 回日本栄養・食糧学会 

第 55 回日本栄養改善学会 

 

第 42 回日本栄養・食糧学会東北支部会 

 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本栄養改善学会 

日本家政学会 

 1996. 

1998. 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ     ヤジマ  ユ カ 

氏   名   矢島 由佳 
職   名  助教 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位   修士（栄養学）  

 (大学名）     女子栄養大学        （取得年月） 2004 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

生化学実験のためのテキスト作成 

 

 

実習を行う上での安全性の整備 

 

 

2004.8～ 

 

 

2006.3～ 

担当教員とともに、これまで行ってきた実験を、テキストとしてまとめた。テ

キスト作成にあたり、学生がスムーズに実験を進められるように実験の操

作方法を図や表にまとめる工夫を行っている。 

調理実習室の食器、器具の管理・整備等は、実習を行う上で欠かせない

ことであり、授業に応じて内容を改めるように努めている。 

 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

［論文］ 

「トマト果実の生育に伴うトマチン、クロロフィル、β

-カロテン及びリコペン含量の変動」 

「女子大生のコンビニ弁当の利用状況と実態調査

―コンビニ弁当の内容調査からの意識づけ―」 

 

 

 

単 

 

共 

 

 

 

2004.3 

 

2009.2 

 

 

 

女子栄養大学大学院平成 15

年度修士論文 

仙台白百合女子大学紀要 第

13 号 

 

 

 

 

 

髙澤まき子、

世永明美 

 

 

 

 

 

 

 

123-134 

 

 

 

 

 



 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

「栽培条件の異なるコマツナのミネラル含量」 

「養液栽培におけるトマト果実の成分含量」 

「トマト果実の生育に伴うトマチン、クロロフィル、βカロテン及びリコペン含量の

変動」 

「女子大生のコンビニ弁当の利用状況と実態調査―コンビニ弁当の内容調査か

らの意識づけ―」 

2003.5 

2004.9 

2004.5 

 

2008.5 

第 57 回日本栄養・食糧学会大会 

第 58 回日本栄養・食糧学会大会 

園芸学会平成 16 年度秋季大会 

 

日本食生活学会 第 36 回大会 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本栄養・食糧学会 

園芸学会 

日本栄養改善学会 

日本栄養士会 

 2003.4 

2004.4 

2004.4 

2004.4 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ     ヨ  ナガ  アケ ミ 

氏   名   世 永  明 美 
職   名  助教 

人間学部   健康栄養学科 

取 得 学 位  人間科学学士   

(大学名）     仙台白百合女子大学    （取得年月） 2003 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

実験・実習の授業での安全整備と衛生管理 2006.4～ 

 

学生が授業を安全に又円滑に取り組めるように、事前の準備や衛生上の

配慮を怠らないよう心がけている。刃物等の管理や器具の整備、また食

品を取り扱う実習では、材料の取り扱い、実習室・機器類等の清潔整頓の

維持に努めている。衛生区域内での身支度の仕方や、機器類等への衛

生習慣が学生に身につくように取り組んでいる。 

  

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

［論文］ 

女子大生のコンビニ弁当の利用状況と実態調査－

コンビニ弁当の内容調査からの意識づけ－ 

 

共著 

 

2009.2 

 

仙台白百合女子大学 紀要 

（第 13 号） 

 

髙澤まき子 

矢島由香 

 

 

 

123-134 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 



 

① 女子大生のコンビニ弁当の利用状況と実態調査 

  －コンビニ弁当の内容 調査からの意識づけ－ 

 

②女子大生の食生活調査を経年変化からみた場合の栄養教育的効果 

－食べ物の組み合わせについて－ 

 

③女子大生の食生活調査を経年変化からみた場合の栄養教育的効果Ⅱ 

－平日と休日の比較について－ 

2008.5 

 

 

2008.9 

 

 

2008.11 

日本食生活学会 第 36 回大会（東京農業大学） 

  

 

第 55 回日本栄養改善学会（鎌倉芸術館） 

 

 

第 42 回日本栄養・食糧学会東北支部大会（郡山女子大学） 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本栄養士会 

日本栄養改善学会 

 2003.4 

2003.4 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

 

 


